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中
国
研
究
集
刊

湯
浅
邦
弘
教
授
退
休
記
念
号
（
第
六
十
九
号
）

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
三
月

一
九
三

二
〇
六
頁

―

懐
徳
堂
学
派
の
「
敬
」
論

─

―

「
敬
」
の
無
対
象
性
に
つ
い
て

佐

藤

由

隆

序

江
戸
期
の
大
坂
に
お
い
て
勢
力
を
誇
っ
た
学
問
所
で
あ

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、

五
井
蘭
洲
（
一
六
九
七

一
七
六
二
）
お
よ
び
中
井
竹

る
懐
徳
堂
の
学
者
の
う
ち
の
、

―

山
（
一
七
三
〇

一
八
〇
四
）
の
「
敬
」
に
対
す
る
解
釈
で
あ
る
。

―

「

」

、

朱
子
学
に
お
け
る

敬

に
つ
い
て
の
論
考
は
す
で
に
多
数
存
在
し
て
い
る
が
（

）

注
１

そ
の
概
略
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

す
な
わ
ち
朱
熹
（
一
一
三
〇

一
二
〇
〇
）
自
身
が
「
敬
は
一
心
の
主
宰
に
し
て
万

―

事
の
本
根
な
り

」
と
言
い
、
ま
た
「
学
者
の
工
夫
は
唯
だ
居
敬
窮
理
の
二
事
に

（
注
２
）

在
り
。
此
の
二
事
互
い
に
相
い
発
し
、
能
く
理
を
窮
む
れ
ば
則
ち
敬
に
居
る
工
夫
は
日

、

」

に

益

す
進
み

能
く
敬
に
居
ら
ば
則
ち
理
を
窮
む
る
工
夫
は
日
に
益
す
密
な
り
（

）

注
３

ま

す

ま

と
言
う
よ
う
に

「
敬
」
は
非
常
に
重
要
な
概
念
で
あ
り

「
居
敬
」
は
「
窮
理
」
と
並

、

、

ぶ
修
養
法
と
し
て
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
者
の
関
係
は
『
易
』
文
言
伝
の

「
直
は
其
れ
正
な
り
、
方
は
其
れ
義
な
り
。
君
子
は
敬
以
て
内
を
直
く
し
、
義
以
て
外

を
方
に
す
。
敬
義
立
ち
て
徳
は
孤
な
ら
ず
。
直
・
方
・
大
、
習
わ
ず
し
て
利
し
か
ら
ざ

る
无
し
と
は
、
則
ち
其
の
行
う
所
を
疑
わ
ざ
る
な
り
（
直
其
正
也
、
方
其
義
也
。
君
子

敬
以
直
内
、
義
以
方
外
。
敬
義
立
而
徳
不
孤
。
直
方
大
、
不
習
无
不
利
、
則
不
疑
其
所

）
」

、「

」

「

」

、

行
也

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り

敬
以
直
内

と
い
う
内
的
修
養
は

居
敬

を

「
義
以
方
外
」
と
い
う
外
的
修
養
は
「
窮
理
」
を
指
す
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
解
釈

で
あ
る

。

（
注
４
）

そ
の
上
で
、
朱
熹
は
次
の
よ
う
に
も
説
い
て
い
る
。

二
先
生
の
論
ず
る
所
の
敬
の
字
、
須
ら
く
動
静
を
該
貫
し
て
看
て
方
め
て
得
ん
。

は

じ

夫
れ
其
の
事
無
き
に
方
り
て
主
を
存
し
て

懈

ら
ざ
る
者
は
、
固
よ
り
敬
な
り
。

あ

た

お

こ

た

其
の
物
に
応
じ
て
酬
酢
乱
れ
ざ
る
者
も
、
亦
た
敬
な
り

〔
中
略
〕
豈
に
必
ず
し
も

。

。〔
『

』

「

」

攝
心
坐
禅
を
以
て
之
を
敬
と
謂
わ
ん
や

朱
子
文
集

巻
四
十
五

答
廖
子
晦

〕

（
注
５
）「

」

「

」「

」

、

つ
ま
り

居
敬

は

動

静

双
方
の
状
態
に
お
い
て
行
わ
れ
る
修
養
法
で
あ
り

「

」

「

」

、

。

必
ず
し
も
仏
教
の
説
く

攝
心
坐
禅

を
指
し
て

敬

と
言
う
の
で
は
な
い

と
言
う

こ
の
よ
う
な
「
動
静
」
を
貫
く
「
敬
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
程
頤
（
一

〇
三
三

一
一
〇
七
）
が
説
く
「
整
斉
厳
粛
」
や
「
主
一
無
適
」
と
い
っ
た
も
の
に
基

―

づ
い
て
解
釈
さ
れ
る
。
例
え
ば
垣
内
景
子
は
「
そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
対
象
に
専
一
に
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取
り
組
み
、
別
の
何
か
に
気
を
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
心
を
常
に
覚
醒
さ
せ
、
集
中
さ
せ

る
こ
と
」
で
あ
る
と
説
き

、
吾
妻
重
二
は
「
い
つ
い
か
な
る
時
に
も
心
を
冷
静

（
注
６
）

厳
粛
に
保
ち
、
自
己
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
説
く

。
い

（
注
７
）

ず
れ
に
し
て
も
自
己
の
心
的
状
態
を
述
べ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
い
ま
簡
略
に
ま
と
め

る
と
、
集
中
か
つ
冷
静
厳
粛
、
と
い
う
状
態
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

上
記
に
ま
と
め
た
「
敬
」
の
内
容
の
う
ち
、
冷
静
厳
粛
の
側
面
を
強
調
す
る
と
、
吾

、「

」

、

妻
氏
が
表
現
し
た
よ
う
に

い
つ
い
か
な
る
時
に
も

そ
の
よ
う
な
心
理
状
態
に
置
く

と
い
う
「
無
対
象
性

」
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
垣
内
氏
が
述
べ

（
注
８
）

た
よ
う
な

「
そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
対
象
」
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

、

ど
の
よ
う
な
状
況
・
相
手
で
あ
ろ
う
と
も
自
身
を
保
つ
、
と
い
う
内
向
き
の
ベ
ク
ト
ル

の
意
味
で
の
「
集
中
」
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
懐
徳
堂
学
派
の
知
行
論
に
着
目
し
、
朱
子
学
派
内
部
に
お

け
る
、
学
問
的
成
果
と
社
会
的
実
践
と
の
一
体
性
（
な
い
し
相
互
補
完
性
）
を
重
視
す

る
一
派
の
中
の
発
展
型
と
し
て
、
懐
徳
堂
学
派
を
位
置
付
け
る
こ
と
を
試
み
て
き
た

。
筆
者
は
朱
熹
の
知
行
論
が

「
先
知
後
行
」
と
「
知
行
並
進
」
と
い
う
、
若
干

（
注
９
）

、

の
矛
盾
を
孕
ん
だ
二
つ
の
理
念
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
後
続
の
朱
子
学
者
た

ち
が
こ
れ
ら
の
理
念
を
い
か
に
処
理
す
る
か
、
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
で
、
多

様
な
思
想
的
展
開
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
多
様
な
展
開
は

「
敬
」
に
つ
い
て
も
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の

、

で
あ
る
。

朱
熹
の
「
敬
」
に
お
け
る
「
無
対
象
性
」
が
見
受
け
ら
れ
る
語
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

近
世
の
程
沙
隨
は
猶
お
之
を
非
と
し
、
聖
賢
は
単
独
で
敬
字
を
説
く
時
無
し
、
只

だ
是
れ
「
親
を
敬
す

「
君
を
敬
す

「
長
を
敬
す
」
と
、
方
に
箇
の
「
敬
」
字

」
、

」
、

に
着
く
と
以
為
う
。
全
く
説
話
を
成
さ
ず
。
聖
人
は
「
己
を
修
む
る
に
敬
を
以
て

す
〔

論
語
』
憲
問
篇

」
と
説
き

「
敬
し
て
失
無
し
〔

論
語
』
顔
淵
篇

」
と

『

〕

、

『

〕

曰
い

「
聖
敬
、
日
に
躋
る
〔

詩
経
』
商
頌
・
長
発
篇

」
と
曰
わ
ば
、
何
ぞ
嘗

、

『

〕

の

ぼ

て
単
独
で
説
き
来
た
ら
ざ
ら
ん
。
若
し
君
有
り
、
親
有
り
、
長
有
る
時
に
敬
を
用

う
と
説
け
ば
、
則
ち
君
親
無
く
長
無
き
の
時
、
将
た
敬
せ
ざ
ら
ん
や
。
都
て
思

す

べ

量
せ
ず

只
だ
是
れ
口
を
信
じ
て
胡
説
す
る
の
み

朱
子
語
類

巻
十
二

学

、

。〔
『

』

、「

六
、
持
守

〕

」（
注

）
10

こ
の
よ
う
に
、
対
象
を
持
た
ず
「
単
独
」
で
「
敬
」
を
用
い
て
い
る
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
朱
熹
は
「

、
す
な
わ
ち
特
定
の
対
象
が
存
在
し
な
い
時

君
親
無
く
長
無
き
の
時
」

で
も
「
敬
」
を
行
う
べ
き
だ
、
と
説
い
て
い
る
。

し
か
し
、
な
ら
ば
「
敬
」
は
い
か
な
る
場
合
で
も
対
象
を
持
た
な
い
の
か
、
と
い
う

と
、
そ
う
と
言
い
切
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
朱
熹
の
言
説
に
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

聖
人
の
言
語
は
、
当
初
未
だ
曽
て
関
聚
せ
ず

「
門
を
出
で
て
は
大
賓
を
見
る
が

。

如
く
、
民
を
使
う
に
は
大
祭
を
承
く
る
が
如
し
〔

論
語
』
顔
淵
篇

」
等
の
類
を

『

〕

説
く
が
如
き
は
、
皆
な
是
れ
敬
の
目
。
程
子
に
到
り
て
始
め
て
関
聚
し
て
一
箇
の

。

。

「

」

敬
を
説
き
出
し
人
を
教
え
来
た
る

然
ら
ば
敬
は
甚
の
物
有
ら
ん

只
だ

畏

な

ん

字
の
如
き
と
相
い
似
た
り
。
是
れ
塊
然
と
し
て
兀
坐
し
、
耳
は
聞
く
無
く
、
目
は

見
る
無
く
、
全
く
事
を
省
み
ざ
る
の
謂
に
あ
ら
ず
。
只
だ
身
心
を
収
斂
し
、
整
齊

純
一
し

恁
地
に
放
縱
せ
ざ
れ
ば

便
ち
是
れ
敬

朱
子
語
類

巻
十
二

学

、

、

。〔
『

』

、「

か

よ

う

六
、
持
守

〕

」（
注

）
11

門
を
出
で
て
は
大
賓
を
見
る
が
如
く
、
民
を
使
う
に

朱
熹
は
「
敬
」
を
説
く
際
に
「

と
い
う
例
を
よ
く
用
い
る
が

大
賓
を
見
る
が
如
く

大

は
大
祭
を
承
く
る
が
如
し
」

、「

」「

祭
を
承
く
る
が
如
く
」
接
す
る
相
手
は
必
ず
存
在
す
る
わ
け
で
あ
り
、
相
手
と
接
す
る

と
い
う
課
題
か
ら
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
相
手
の
言
葉
を
聞
か
ず
、
相
手
を
見

、

、「

」

「

」

据
え
ず

自
己
完
結
し
て
達
成
で
き
る
よ
う
な

全
く
事
を
省
み
ざ
る

こ
と
を

敬

と
言
う
の
で
は
な
い
。
こ
の
朱
熹
の
説
を
汲
み
取
る
の
で
あ
れ
ば

「
敬
」
の
「
無
対
象

、

性
」
と
は
完
全
な
る
「
無
対
象
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
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「
敬
」
は
無
対
象
性
を
持
つ
が
、
完
全
な
る
「
無
対
象
」
で
は
な
い
。
こ
の
難
解
な

課
題
に
直
面
し
た
後
続
の
朱
子
学
者
た
ち
は
、
そ
れ
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
着
目
す
る
の
は

「
敬
」
に
内
在
す
る
無
対
象
性
に
つ
い
て
、
懐
徳
堂
学
派
が

、

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
他

学
派
の
「
敬
」
解
釈
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

中
心
に
し
て
、
考
察
を
試
み
た
い
。

一

伊
藤
仁
斎
の
「
敬
」
軽
視
に
対
す
る
批
判

ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
、
五
井
蘭
洲
の
晩
年
で
あ
る
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
に

伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七

一
七
〇
五
）
批
判
の
書
と
し
て
も
の
さ
れ
た

『
非
伊
編
』
で

―

、

あ
る

。

（
注

）
12

、

（

）

『

』

こ
の
文
献
は

荻
生
徂
徠

一
六
六
六

一
七
二
八

批
判
の
書
で
あ
る

非
物
篇

―

と
は
違
っ
て
未
刊
で
あ
り
、
写
本
も
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
は
所
蔵
さ

れ
て
お
ら
ず
、
唯
一
、
自
筆
本
と
思
わ
れ
る
も
の
が
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
存
在

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
書
が
蘭
洲
の
他
学
批
評
の
書
を
代
表
す
る
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
門
人
の
中
井
竹
山
が
撰
し
た
墓
碑
銘
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う
に

あ
る
た
め
で
あ
る
。

嘗
て
慨
く
に
、
一
時
の
鉅
儒
は
少
な
し
と
為
さ
ざ
れ
ど
も
固
滞
に
局
ら
ず
、
輒
ち

せ

ま

忽
略
に
帰
す
れ
ば
、
神
仏
譎
誕
の
説
、
乗
じ
て
以
て
張
皇
し
、
其
の
之
を
厭
う
者

は
変
じ
て
功
利
詞
章
を
為
し
、
反
て
口
を
復
古
に
籍
り
、
高
ぶ
り
て
自
ら
標
榜
す

れ
ば
、
新
奇
を
好
む
の
士
、
靡
然
と
し
て
趨
附
す
る
に
、
文
行
岐
れ
て
良
材
日
に

壊
る
と
。
乃
ち
掲
ぐ
る
に
博
約
の
旨
を
以
て
し
、
偏
を
矯
め
頽
を
拯
い
、
以
て
人

心
を
正
し
て
文
を
行
に
合
わ
し
め
ん
と
し
、
非
伊
・
非
物
・
非
費
・
承
聖
の
諸
篇

を
著
し
、
榛
蕪
を
艾
り
て
以
て
周
行
を
示
す
。
後
進
は
郷
う
所
を
知
る
こ
と
、
大

。

。

寐
新
醒
す
る
が
若
し

豈
に
以
て
邪
説
を
息
む
に
足
る
と
道
う
者
に
非
ざ
ら
ん
や

〔

「

」（

『

』

中
井
竹
山

蘭
洲
五
井
先
生
之
墓

木
村
敬
二
郎

稿
本
大
阪
訪
碑
録
（

）

注
13

所
収

〕

）（
注

）
14

こ
の
資
料
は
、
懐
徳
堂
学
派
の
「
博
約
並
進
（
知
行
並
進

」
思
想
を
考
え
る
際
に
も

）

重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
博
約
並
進
」
を
主
張
す
る
た
め
に
五
井
蘭
洲
が
作
っ

た
も
の
と
し
て
、
代
表
作
の
『
非
物
篇
』
と
並
び

『
非
伊
編
』
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

、

さ
て
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
『
非
伊
編
』
の
冒
頭
章
で
あ
る
。

こ
の
冒
頭
章
は
伊
藤
仁
斎
批
判
に
お
け
る
総
論
と
も
言
う
べ
き
、
五
葉
に
も
ま
た
が

る
文
章
で
、
こ
の
の
ち

『
論
語
古
義

『
語
孟
字
義
』
に
お
け
る
仁
斎
の
各
論
に
対
す

、

』
、

る
批
判
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
こ
の
章
に
限
っ
て
は

『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
に
も
「
古
学

、

論
」
と
い
う
題
で
収
録
さ
れ
て
い
る

。
寺
門
日
出
男
の
考
察
に
従
え
ば

「
古
学

（
注

）

、

15

論
」
が
書
か
れ
た
の
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
頃
で
あ
る

。
こ
れ
と
『
非
伊

（
注

）
16

編
』
と
を
対
照
す
る
と
、
様
々
な
異
同
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
『
非
伊

編
』
に
至
っ
て

「
敬
」
に
関
す
る
議
論
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

、

ま
ず

「
古
学
論
」
に
お
い
て
具
体
的
に
「
敬
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
は
、
左
の

、

文
章
の
み
で
あ
る
。

仁
斎
又
た
敬
字
を
悪
み
、
程
朱
を
非
る
。
然
れ
ど
も
学
問
の
道
有
り
て
以
来
、
古

書
の
敬
字
を
説
く
こ
と
一
に
し
て
足
ら
ず
。
仁
斎
も
亦
た
読
書
人
な
り
。
何
ぞ
嘗

て
敬
の
尚
ぶ
べ
き
を
知
ら
ざ
ら
ん
。
但
だ
程
朱
の
敬
字
を
主
張
す
る
為
に
し
て
之

を
悪
む
の
み
。
諺
の
謂
う
所
の
浮
屠
を
疾
み
て
袈
裟
に
及
ぶ
者
な
り

〔

蘭
洲
先

。
『

生
遺
稿
』
上
巻
、
一
八
葉
表

〕

（
注

（
注

）

）

17

18

要
す
る
に

「
坊
主
憎
け
り
ゃ
袈
裟
ま
で
憎
い
」
を
地
で
行
く
の
が
仁
斎
の
「
敬
」
批

、

判
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る

古
学
論

で
は
こ
の
一
文
の
み
で
あ
っ
た
が

非

、

。「

」

、『

伊
編
』
に
な
る
と

『
語
孟
字
義
』
に
見
え
る
仁
斎
の
「
敬
」
論
を
起
点
に
し
た
、
一
葉

、

半
に
及
ぶ
文
章
が
追
加
さ
れ
て
い
る

。

（
注

）
19
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又
た
曰
く

「
敬
は
尊
崇
奉
持
の
謂
な
り
。
按
ず
る
に
古
の
経
書
に
一
も
事
無
く
し

、

て
徒
ら
に
敬
の
字
を
守
る
と
謂
う
も
の
無
し
。
朱
子
曰
く

「
敬
は
一
身

の

、

（
注

）
20

主
宰
、
万
事
の
根
本
な
り
」
と
。
愚
は
謂
ら
く
、
然
ら
ず
。
聖
門
の
学
は
仁
義
を

以
て
宗
と
為
し
て
、
忠
信
を
主
と
為
す
。
未
だ
嘗
て
敬
を
以
て
万
事
の
根
本
と
為

さ
ず
」
と
〔
こ
こ
ま
で
『
語
孟
字
義
』
巻
之
下

「
敬
」
全
二
条
の
要
約

。
学
者

、

〕

は
孰
か
仁
義
を
以
て
宗
と
為
し
忠
信
を
主
と
為
さ
ざ
ら
ん
。
夫
子
曰
く

「
己
を
修

、

」

。

。

、

め
て
以
て
敬
す

と

仁
義
は
己
を
修
む
る
の
本
な
り

其
の
要
は
敬
に
在
れ
ば

之
を
詳
論
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
敬
を
以
て
修
養
の
功
と
為
す
こ
と
、
唐
虞
よ
り
肇

め
て
三
代
を
歴
て
、
詩
書
六
芸
の
載
す
る
所
、
歴
々
数
う
べ
し
。
其
の
最
も
切
な

る
者
は
、
孔
子
曰
く

「
敬
以
て
内
を
直
く
す
」
と
。
是
れ
何
物
を
尊
崇
奉
持
せ
ん

、

や
。
国
語
に
至
り
て
は
「
敬
は
徳
の
聚
な
り
。
能
く
敬
す
れ
ば
必
ず
徳
有
り
」
と

云
う
。
是
れ
何
物
を
尊
崇
奉
持
せ
ん
や
。
仁
義
を
宗
と
せ
ん
と
欲
す
る
と
雖
も
、

内
省
し
て
敬
無
く
ん
ば
、
則
ち
何
ぞ
能
く
仁
義
を
得
ん
。
孔
子
は
敬
を
以
て
学
者

を
教
え
て
曰
く

「
行
篤
敬

「
己
を
修
め
て
以
て
敬
す
」
と
。
是
れ
又
た
何
物
を

、

」
、

尊
崇
奉
持
せ
ん
や
。
孟
子
に
至
り
て
も
亦
た
然
り
。

、

、

、

、

戦
国
よ
り
秦
漢
を
歴
て

聖
王
は
作
ら
ず

処
士
は
横
議
し

放
蕩
自
肆
す
れ
ば

即
ち
敬
を
遺
る
。
晋
の
清
言
の
徒
の
出
る
に
至
り
て
、
礼
法
は
豈
に
吾
輩
の
為
に

設
け
ん
や
と
言
え
り
。
夫
れ
礼
と
は
敬
な
る
の
み
。
此
の
輩
は
礼
を
蔑
ま
ば
、
況

ん
や
敬
を
や
。
即
ち
乱
頭
養
望
し
て
曠
達
を
言
わ
ば
、
世
の
放
肆
を
悦
ぶ
者
、
滔

々
と
し
て
皆
な
之
に
帰
し
、
聖
門
の
正
心
威
儀
の
学
を
知
ら
ず
。
王
弼
何
晏
の
倫

の
如
き
は
、
易
・
論
語
を
以
て
専
門
と
為
す
と
雖
も
、
其
の
人
と
為
り
は
、
浮
虚

躁
妄
に
し
て
、
皆
な
取
る
に
足
ら
ず
。
是
に
於
て
武
人
は
吏
に
倍
き
、
易
は
其
れ

誕
り
、
異
端
邪
説
は
、
其
の
虚
に
乗
じ
て
其
の
説
を
鼓
し
、
以
て
之
を
軽
慢
し
、

因
循
に
し
て
唐
末
五
代
に
至
ら
ば
、
遂
に
君
臣
の
義
す
ら
之
を
廃
す
。
夫
れ
敬
と

義
と
は
相
い
表
裏
内
外
を
為
す
者
な
り
。
故
に
曰
く

「
敬
以
て
内
を
直
く
し
、
義

、

以
て
外
を
方
に
す
」
と
。
夫
れ
敬
を
廃
せ
ば
、
則
ち
義
は
従
り
て
亡
ぶ
こ
と
、
亦

た
観
る
べ
し
。
是
に
由
り
て
纂
弑
す
る
こ
と
上
に
相
い
継
ぎ
、
邪
暴
は
下
に
並
び

に
興
り
、
一
韓
退
之
有
り
と
雖
も
之
を
理
性
に
本
づ
く
こ
と
能
わ
ず
、
亦
た
敬
の

尚
ぶ
べ
き
を
知
ら
ず
、
聖
教
を
補
う
こ
と
無
し
。
宋
の
諸
君
子
に
及
び
て
、
礼
を

以
て
身
を
律
し
、
敬
を
以
て
心
を
存
し
、
以
て
唐
虞
三
代
の
旧
に
復
す
。
其
の
間

に
陸
象
山
な
る
者
有
り
、
敬
を
悪
み
、
明
に
至
り
て
王
陽
明
・
李
卓
吾
の
輩
を
興

し
、
亦
た
敬
義
の
学
為
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
仏
に
佞
り
禅
を
授
け
、
遂
に
夷
狄
を

中
国
に
入
ら
し
め
、
敬
義
の
学
は
地
を
掃
い
て
尽
き
、
明
は
従
り
て
亡
ぶ
。
是
に

由
り
て
之
を
観
れ
ば
、
敬
は
人
心
の
邪
正
、
国
家
の
治
乱
に
係
れ
ば
、
其
れ
忽
に

す
べ
け
ん
や
。
仁
斎
は
人
と
為
り
は
緩
慢
に
し
て
、
義
気
激
烈
な
る
を
悦
ば
ず
、

故
に
敬
を
疾
む
の
み

〔

非
伊
編

、
二
葉
表

〕

。
『

』

（
注

）
21

右
の
ご
と
き
長
文
で
あ
る
が
、
内
容
は
前
後
で
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。

「

」

。

、

ま
ず
前
半
は
仁
斎
の
具
体
的
な

敬

論
に
対
す
る
反
駁
で
あ
る

内
容
と
し
て
は

吾
妻
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な

「
敬
」
は
対
象
を
持
っ
た
概
念
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
、

、

「
敬
」
の
「
無
対
象
性
」
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る

。
蘭
洲
は
「
是
れ
又
た
何
物

（
注

）
22

を
尊
崇
奉
持
せ
ん
や
」
と
述
べ
、
仁
斎
が
「
尊
崇
奉
持
（
う
や
ま
う

」
と
解
釈
し
た
よ

）

う
な
、
限
定
的
な
対
象
を
持
っ
た
「
敬
」
で
は
断
じ
て
な
い

、
と
い
う
主
張
を
行
っ
て

い
る
。

そ
し
て
後
半
に
な
る
と
、
秦
漢
以
後
の
思
想
史
に
お
け
る
「
敬
」
軽
視
の
流
れ
と
そ

の
弊
害
に
つ
い
て
述
べ
、
仁
斎
を
離
れ
た
論
を
展
開
す
る
。
蘭
洲
は
「
夫
れ
礼
と
は
敬

な
る
の
み
」
と
言
い
切
っ
て
お
り

「
礼
」
軽
視
と
「
敬
」
軽
視
は
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
で
あ

、

り

「
敬
」
と
「
義
」
は
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
心
の
邪
正
よ
り
国
家
の
治
乱

、
ま
で
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て

「
仁
斎
は
人
と
為
り
は
緩

、

慢
に
し
て
、
義
気
激
烈
な
る
を
悦
ば
ず
、
故
に
敬
を
疾
む
の
み
」
と
締
め
く
く
る
。
こ

の
最
後
の
言
葉
か
ら
は

「
敬
」
を
軽
ん
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
に
臨
む
こ
と
に
対
す

、

る
、
す
な
わ
ち
「
行
」
に
対
す
る
熱
意
が
足
り
な
い
、
と
い
う
意
が
あ
る
よ
う
に
も
感

じ
ら
れ
る
。

『
非
伊
編
』
に
は
次
の
よ
う
な
条
も
あ
る
。

又
た
曰
く

「
後
世
或
い
は
持
敬
を
以
て
宗
旨
と
為
し
、
或
い
は
致
良
知
を
以
て
宗

、
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旨
と
為
す
も
、
未
だ
忠
信
を
以
て
主
と
為
す
も
の
有
ら
ず
。
亦
た
夫
の
孔
門
の
学

と
異
に
す
」
と
〔

語
孟
字
義
』
巻
之
上

「
忠
信
」
第
二
条

。
夫
れ
宋
儒
は
忠
信

『

、

〕

を
以
て
本
と
為
せ
り
。
唯
だ
其
の
方
法
は
各
の
其
の
性
の
近
き
所
を
以
て
す
る
が

故
に
、
或
い
は
持
敬
し
、
或
い
は
致
知
〔

致
良
知
」
の
誤
り
か
〕
す
る
も
、
皆
な

「

忠
信
を
進
む
る
所
以
な
り
。
仁
斎
の
忠
信
を
進
む
る
の
方
法
を
知
ら
ず
、
何
を
以

て
せ
ん
や
。
将
に
忠
信
を
口
誦
せ
ん
と
す
る
こ
と
老
婆
念
仏
の
如
き
か

〔

非
伊

。
『

編

、
二
六
葉
表

〕

』

（
注

）
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こ
れ
を
見
る
と

「
持
敬
」
と
は
「
行
」
に
お
け
る
具
体
的
方
法
論
で
あ
っ
て
、
仁
斎

、

の
説
く
「
忠
信
」
は
抽
象
的
概
念
に
過
ぎ
な
い
、
と
蘭
洲
は
説
い
て
い
る
。
先
の
文
章

で
も
「
学
者
は
孰
か
仁
義
を
以
て
宗
と
為
し
忠
信
を
主
と
為
さ
ざ
ら
ん
」
と
言
っ
て
い

る
通
り
、
重
ん
ず
べ
き
「
仁
義
」
や
「
忠
信
」
は
す
べ
て
「
敬
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
蘭
洲
の
主
張
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
す
な
わ
ち
「
敬
」
と

は
す
べ
て
の
「
行
」
を
包
括
す
る
方
法
論
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
蘭
洲
の
解
釈
な
の

で
あ
る
。二

「
敬
」
と
い
う
こ
と

で
は
、
そ
の
「
敬
」
と
は
、
蘭
洲
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

蘭
洲
の
著
作
で
あ
る
『
知
新
録
』
に
、
次
の
よ
う
な
条
が
あ
る
。

古
人
モ
禅
学
ヲ
好
ム
。
儒
者
敬
ノ
工
夫
ヲ
坐
禅
ト
同
シ
ヤ
ウ
ニ
ト
リ
違
ヘ
タ
リ
。

坐
禅
ニ
テ
本
来
面
目
ヲ
見
ツ
ケ
ル
如
ク
、
敬
ノ
工
夫
ニ
テ
心
ノ
本
体
ヲ
知
ル
事
ト

思
ヘ
リ
。
先
心
ノ
本
体
ヲ
知
ル
ハ
窮
理
ノ
事
ニ
テ
、
敬
ノ
工
夫
ニ
ア
ツ
カ
ラ
ス
。

理
ト
気
ト
ヲ
合
ス
ガ
心
ナ
リ
。
其
心
ノ
静
ナ
ル
ハ
性
、
心
ノ
動
ク
ハ
情
、
心
静
ナ

、

、

、

レ
ハ
寂
然
不
動

心
動
ケ
ハ
感
而
遂
通
天
下
之
故

静
ナ
ル
性
ヲ
形
容
ス
レ
ハ
中

動
ク
情
ヲ
形
容
ス
レ
ハ
和
チ
、
窮
理
ノ
力
ヲ
以
テ
真
知
実
見
ス
ル
カ
心
ノ
本
体
ヲ

知
ル
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
。
心
ノ
本
体
ヲ
知
ル
ハ
心
ノ
本
体
ノ
理
ヲ
知
ル
事
也
。
敬
ハ

心
ノ
存
不
存
ハ
イ
カ
ナ
ル
モ
ノ
ソ
ト
イ
ヘ
ハ
、
心
不
在
焉
、
視
而
不
見
、
聴
而
不

聞
、
食
而
不
知
其
味
カ
心
不
存
也
。
心
裏
ニ
テ
心
在
焉
、
視
而
見
、
聴
而
聞
、
食

而
知
其
味
カ
心
存
ス
ナ
リ
。
事
ニ
ノ
ゾ
ム
ニ
其
ノ
ゾ
ミ
タ
ル
一
ト
色
バ
カ
リ
ヲ
不

思
、
二
タ
色
モ
三
色
モ
思
フ
ガ
心
不
存
也
。
ソ
ノ
ノ
ゾ
ミ
タ
ル
事
、
一
ト
色
ハ
カ

リ
ヲ
思
フ
テ
、
外
ノ
事
ハ
一
念
モ
ウ
ツ
サ
ヌ
カ
心
存
也
。
主
一
無
適
ト
云
モ
コ
レ

ヲ
云
ナ
リ
。
既
窮
理
ニ
テ
心
ノ
本
体
ノ
理
ハ
真
知
実
見
ス
ル
ユ
ヘ
、
其
心
ノ
ハ
ナ

レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
存
ス
ル
カ
敬
ノ
工
夫
也
。
心
ノ
本
体
ノ
理
ヲ
真
知
実
見
シ
タ
ル
上
ノ

工
夫
カ
敬
ナ
リ
。
敬
ハ
聖
学
ノ
始
終
、
万
事
ノ
本
根
ナ
ル
ユ
エ
、
此
敬
ニ
ア
ラ
ザ

レ
バ
窮
理
モ
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
。
知
ラ
ヌ
サ
キ
モ
敬
、
知
テ
後
モ
ナ
ヲ
〳
〵

敬
ナ
リ

〔
中
略
〕
サ
テ
窮
理
ニ
テ
我
心
ノ
本
体
ヲ
実
知
実
見
ス
レ
ハ

臆

兆
ノ

。

（

マ

マ

）

天
下
ノ
人
ノ
心
ノ
本
体
モ
同
シ
事
ト
知
ル
。
人
モ
又
自
分
ノ
心
ノ
本
体
ヲ
実
知
実

見
ス
レ
ハ
又
如
此
、
臆
兆
ノ
天
下
ノ
人
ノ
心
ノ
本
体
モ
同
シ
ト
知
リ
テ
天
下
公
共

ナ
リ
。
禅
者
ノ
坐
禅
ハ
心
ノ
本
体
ヲ
見
ツ
ケ
テ
モ
己
一
分
ノ
事
ニ
テ
、
人
ノ
心
ノ

本
体
ハ
知
ラ
レ
ス
。
ユ
ヘ
ニ
自
己
面
目
ト
云
。
且
禅
者
ノ
見
ツ
ケ
タ
ル
心
ノ
本
体

ハ
、
聖
人
ノ
道
ノ
心
ノ
本
体
ノ
彷
彿
ニ
テ
、
影
ヲ
認
テ
体
ト
ス
ル
如
シ

〔

知
新

。
『

錄

（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本

、
六
六
葉
裏
〕

』

）

こ
こ
の
冒
頭
に
あ
る

「
敬
」
は
坐
禅
の
ご
と
き
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
、
本

、

稿
の
序
で
も
挙
げ
た
『
朱
子
文
集
』
の
「
答
廖
子
晦
」
の
よ
う
な
議
論
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が

「
心
ノ
本
体
ヲ
知
ル
」
と
い
う
修
養
は
「
敬
」
で

、

は
な
く
「
窮
理
」
で
あ
る
と
蘭
洲
は
説
く
。
言
い
換
え
れ
ば

「
敬
」
と
は
「
知
」
で
は

、

な
く
「
行
」
に
か
か
わ
る
修
養
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
知
」
の
領
域
に
あ
る
「
窮
理
」
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
蘭
洲
は

「
既
窮
理
ニ
テ
心
ノ
本
体
ノ
理
ハ
真
知
実
見
ス
ル
ユ
ヘ
、
其
心
ノ
ハ
ナ

、

レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
存
ス
ル
カ
敬
ノ
工
夫
也
。
心
ノ
本
体
ノ
理
ヲ
真
知
実
見
シ
タ
ル
上
ノ
工
夫

カ
敬
ナ
リ
」
と
言
う
。
蘭
洲
は
「
窮
理
」
に
よ
る
「
真
知
実
見
」
あ
る
い
は
「
実
知
実

見
」
を
き
わ
め
て
重
要
視
し
て
お
り

『
蘭
洲
先
生
大
学
或
問
講
義
』
で
は
「
真
知
実
見

、
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、

。

」

、

ス
レ
バ

オ
ノ
ヅ
カ
ラ
信
ズ

信
ズ
レ
バ
必
ズ
行
フ

な
ど
と
も
述
べ
て
い
る
が
（

）

注
24

そ
れ
は
飽
く
ま
で
「
必
ズ
行
フ
」
た
め
の
準
備
が
整
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
い

か
な
る
場
面
に
お
い
て
も
「
行
」
が
果
た
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は

「
其
心
ノ
ハ
ナ

、

レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
存
ス
ル
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
敬
」
の
工
夫
が
必
須
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
だ
け
見
れ
ば
「
窮
理

居
敬
」
と
い
う
単
純
な
図
式
が
成
立
し
そ
う
で
あ
る
が
、

→

一
方
で
蘭
洲
は

「
此
敬
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
窮
理
モ
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
。
知
ラ
ヌ
サ
キ

、

モ
敬
、
知
テ
後
モ
ナ
ヲ
〳
〵
敬
ナ
リ
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
蘭
洲
は

「
知
行

、

並
進
」
論
の
下

「
窮
理
」
す
な
わ
ち
「
格
物
致
知
」
の
段
階
に
お
い
て
、
実
践
に
よ
る

、

検
証
と
い
う

「
行
」
に
よ
る
「
知
」
の
補
完
を
説
い
て
い
る

。
し
た
が
っ
て
、
必

、

（
注

）
25

然
的
に
「
窮
理
」
に
お
け
る
実
践
の
際
に
も
「
敬
」
は
発
揮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
「
敬
」
と
は
「
窮
理
」
を
も
包
含
す
る
よ
う
な
工
夫
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

で
は
「
敬
」
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
な
修
養
で
あ
る
か
と
言
え
ば

「
ソ
ノ
ノ
ゾ
ミ

、

タ
ル
事
、
一
ト
色
ハ
カ
リ
ヲ
思
フ
テ
、
外
ノ
事
ハ
一
念
モ
ウ
ツ
サ
ヌ
」
よ
う
な
、
心
を

存
し
た
状
態
で
あ
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
と
蘭
洲
は
言
う
。
つ
ま
り
「
心
在
焉
、
視
而

見
、
聴
而
聞
、
食
而
知
其
味
」
と
い
う
ふ
う
に
、
そ
の
都
度
の
対
象
に
全
力
を
も
っ
て

集
中
し
て
臨
む
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
「
敬
」
に
は
集
中
の
対
象
と
し
て
「
ソ
ノ
ノ
ゾ
ミ
タ
ル
事
」
が
設
定

さ
れ
て
お
り
、
無
対
象
的
な
「
敬
」
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

じ
つ
は
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
論
を
、
門
人
で
あ
る
中
井
竹
山
も
述
べ
て
い
る
。

、

。

、

主
一
無
適
ノ
義

如
何
ト
ノ
コ
ト
承
ハ
ル

ソ
ノ
修
行
ハ
切
実
緊
要
ノ
コ
ト
ニ
テ

初
学
ノ
人
ノ
手
ニ
入
ガ
タ
キ
コ
ト
モ
ア
ル
ベ
ケ
レ
ト
モ
、
ソ
ノ
文
義
ハ
何
ノ
子
細

モ
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
事
ム
ツ
カ
シ
ク
心
得
ル
ハ
学
者
ノ
浅
陋
ナ
リ
。
蓋
シ

コ
ノ
四
字
ハ
、
モ
ト
程
子
ノ
敬
ノ
字
ヲ
釈
セ
ラ
レ
タ
ル
言
ナ
リ
。
敬
ト
ハ
恭
敬
ニ

テ
、
モ
ト
ヨ
リ
心
ニ
物
ヲ
ウ
ヤ
マ
イ
重
ン
ズ
ル
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
ア
ナ
ガ
チ
手
ヲ

ツ
キ
腰
ヲ
カ
ヾ
メ
尊
長
貴
人
ニ
事
ル
コ
ト
ノ
ミ
ニ
限
ラ
ズ
、
タ
ヾ
平
日
ニ
心
ヲ
リ

ン
ト
引
シ
メ
、
総
シ
テ
何
ニ
テ
モ
心
底
ニ
大
事
〳
〵
ト
思
ヒ
テ
、
戒
慎
恐
懼
ス
ル

。

。

。

、

コ
ト
肝
要
ナ
リ

コ
レ
ヲ
存
主
ノ
敬
ト
云

コ
ノ
敬
ノ
本
ナ
リ

コ
ノ
本
タ
テ
バ

何
ノ
コ
ト
ニ
モ
施
シ
テ
可
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
苟
モ
本
立
ザ
レ
バ
事
ニ
臨
ミ
テ
俄

ニ
敬
セ
ン
ト
欲
シ
テ
モ
、
ソ
ノ
敬
ト
ヽ
カ
ヌ
モ
ノ
也
。
程
子
ノ
主
一
無
適
ハ
コ
ノ

存
主
ノ
敬
ヲ
本
ト
シ
テ
何
事
モ
コ
ノ
念
頭
ヨ
リ
推
行
フ
心
モ
チ
ヲ
説
レ
タ
ル
也
。

主
一
ハ
一
ヲ
主
ト
ス
ル
ニ
テ
、
心
ヲ
一
途
ニ
ス
ル
コ
ト
也
。
無
適
ノ
適
ハ
音
赤
ニ

テ
、
ユ
ク
ト
ヨ
ム
。
無
適
ナ
レ
バ
何
方
ヘ
モ
ユ
カ
ズ
、
心
ノ
ワ
キ
ヘ
チ
ラ
ヌ
コ
ト

ナ
リ
。
一
途
ナ
レ
バ
ワ
キ
ヘ
チ
ラ
ズ
、
ワ
キ
ヘ
チ
ラ
ネ
バ
必
ズ
一
途
ナ
リ
。
故
ニ

朱
子
ノ
言
ニ
モ
、
主
一
ノ
外
ニ
又
別
ニ
無
適
ア
ル
ニ
非
ズ
ト
ア
リ
。
必
竟
同
シ
コ

ト
ヲ
丁
寧
ニ
云
ナ
リ
。
父
ニ
向
ヘ
バ
一
途
ニ
孝
ニ
志
シ
テ
他
ニ
適
ズ
、
君
ニ
向
ヘ

バ
一
途
ニ
忠
ニ
志
シ
テ
他
ニ
適
ズ
。
凡
ソ
人
倫
ノ
交
リ
ヨ
リ
、
書
ヲ
読
ミ
芸
ヲ
講

ズ
ル
マ
デ
、
ソ
ノ
時
ソ
ノ
事
ヲ
一
途
ニ
シ
テ
他
ニ
適
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。
故
ニ
食
フ
ベ

ク
シ
テ
食
ヒ
、
眠
ル
ベ
ク
シ
テ
眠
リ
、
哀
ム
ベ
キ
コ
ト
ヲ
哀
シ
ミ
、
楽
シ
ム
ベ
キ

コ
ト
ヲ
楽
シ
ミ
、
オ
カ
シ
キ
ト
キ
ニ
笑
フ
モ
、
ミ
ナ
主
一
無
適
ニ
テ
、
凡
ソ
存
シ

テ
二
念
ナ
ク
、
施
シ
テ
ソ
ノ
可
ニ
ア
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
コ
ト
ハ
、
皆
敬
ノ
中
ニ
囿

ス
。
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
ト
云
モ
是
ナ
リ
。
然
ル
ヲ
世
ノ
実
学
ヲ
ス
ル
人
必
ス

ワ
リ
膝
ハ
リ
臂
ヲ
シ
テ
、
カ
リ
ソ
メ
ニ
モ
果
シ
眼
ニ
テ
、
人
ヲ
義
絶
ス
ル
コ
ト
ヲ

敬
義
直
方
ノ
訓
ト
心
得
タ
ル
モ
ア
ル
ハ
大
ナ
ル
誤
ナ
リ
。
勿
論
敬
ハ

敬
義
直
方
ノ
訓
ト
心
得
タ
ル
モ
ア
ル
ハ
大
ナ
ル
誤
ナ
リ
。
勿
論
敬
ハ

格
ヲ
正
面

ト
ス
ル
故
ニ
、
誤
リ
テ
ハ
カ
ク
圭
角
ノ
ア
ル
方
ヘ
モ
流
ル
ベ
シ
。
ソ
レ
故
程
子
ハ

荘
厳
ナ
ド
ノ
字
ヲ
用
ズ
、
ヒ
ロ
ク
主
一
無
適
ト
説
レ
タ
ル
ハ
意
味
ア
ル
コ
ト
也
。

モ
シ
又
一
分
ノ
片
意
地
ヲ
出
シ
、
傍
人
ノ
言
ヲ
イ
サ
ヽ
カ
用
ヒ
ズ
シ
テ
、
コ
レ
ヲ

主
一
無
適
ト
イ
ハ
ヾ
、
ソ
レ
ハ
一
途
ニ
ア
シ
キ
コ
ト
ヲ
主
ト
シ
テ
、
ツ
ヰ
ニ
ヨ
キ

、

、

。

方
ヘ
ユ
カ
ヌ
ナ
レ
バ

ソ
レ
コ
ソ
固
滞
人
ノ
主
一

執
拗
家
ノ
無
適
ナ
ル
ベ
ケ
レ

程
朱
門
下
ノ
主
一
無
適
ト
ハ
、
薫
蕕
氷
炭
ノ
チ
ガ
ヒ
ナ
ル
ベ
シ
。
ヨ
ク
〳
〵
ワ
キ

マ
ヘ
ラ
ル
ベ
シ

〔

竹
山
国
字
牘

』
巻
上
「
答
谷
生
、
論
主
一
無
適
」
三

。
『

（
注

）
）

26

八
葉
裏

三
九
葉
裏
〕

―

竹
山
は
よ
り
具
体
的
に

「
忠
」
や
「
孝
」
の
実
践
か
ら
、
読
書
や
寝
食
、
果
て
は
喜

、

怒
哀
楽
の
発
す
る
場
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
「
行
」
に
対
し
て
一
途
に
集
中

し
て
臨
む
こ
と
が

「
主
一
無
適
」
の
「
敬
」
で
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
他
人
に
惑
わ
さ

、
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れ
ま
い
と
し
て
「
人
ヲ
義
絶
ス
ル
コ
ト
」
を
「
敬
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
向
き
に
対
し

て
は
批
判
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
蘭
洲
の
説
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
見

て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
竹
山
は
右
の
よ
う
な
「
敬
」
の
具
体
的
内
容
を
述
べ
た
の
ち

「
敬
以
直
内
、

、

義
以
方
外
ト
云
モ
是
ナ
リ
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
手
掛
か
り
に
し
た
い
の
が
、
先
に
挙
げ
た
『
非
伊
編
』
二
葉
表
か
ら
始
ま

る
文
に
見
ら
れ
る

「
夫
れ
敬
と
義
と
は
相
い
表
裏
内
外
を
為
す
者
な
り
」
と
い
う
蘭
洲

、

の
語
で
あ
る
。
蘭
洲
は
「
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
」
の
関
係
を
、
別
種
の
二
項
と
し
て

捉
え
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

易
坤
ノ
文
言
伝
ヨ
ク
ス
メ
バ
、
乾
ノ
文
言
伝
ハ
如
破
竹
ヨ
ク
ス
ム
。
ソ
レ
ハ
坤
ノ

文
言
伝
ハ
賢
人
学
者
ノ
工
夫
、
乾
ノ
文
言
伝
ハ
聖
人
ノ
工
夫
故
ナ
リ
。
先
坤
ノ
文

言
伝
ノ
始
ニ
、
坤
至
柔
而
動
也
剛
、
至
静
而
徳
方
ト
ア
リ
。
至
静
ノ
工
夫
ガ
敬
ニ

テ
、
徳
方
ガ
義
ナ
リ
。
至
静
ト
云
ヨ
リ
敬
以
直
内
ト
イ
ヒ
、
徳
方
ト
云
ヨ
リ
義
以

方
外
ト
云
。
坤
ノ
文
言
伝
ハ
賢
人
ノ
工
夫
ユ
ヘ
、
敬
ニ
始
リ
テ
敬
ニ
終
リ
、
始
終

敬
ナ
リ
。
神
書
ニ
土
ノ
訓
ハ
ツ
ヽ
シ
ム
ト
云
意
ト
云
。
ヨ
ク
ア
タ
レ
リ
。
敬
ハ
土

ノ
理
ナ
リ
。
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
モ
敬
義
一
ナ
リ
。
二
ツ
ト
見
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。

内
ニ
ア
ル
ハ
敬
、
外
ニ
発
ス
ヲ
義
ト
云
。
方
ハ
土
ノ
貌
ニ
テ
定
リ
不
動
事
ナ
リ
。

一
々
義
理
ノ
ト
ホ
リ
定
リ
不
動
ヲ
方
ト
云
。
至
静
而
徳
方
ト
ア
ル
モ
、
方
外
ト
云

モ
、
此
意
ナ
リ

〔
中
略
〕
至
柔
ナ
ル
ユ
ヘ
至
静
ナ
リ
。
至
静
ナ
ル
ユ
ヘ
ヨ
ク
動
ク

。

ト
キ
ニ
方
ナ
リ
。
コ
レ
敬
義
ノ
源
ナ
リ
。
聖
人
ハ
天
ニ
法
ト
リ
賢
人
ハ
地
ニ
法
ト

ル
。
地
ハ
土
ヲ
主
ト
ス
。
敬
ハ
土
ノ
気
象
ナ
リ
。
五
行
皆
土
ニ
本
ヅ
ク
ユ
ヘ
ニ
、

敬
ハ
万
事
ノ
本
根
ト
イ
ヘ
リ

〔

密
察
録

（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本

、

。
『

』

）

八
五
葉
表
〕

こ
れ
を
見
れ
ば
、
蘭
洲
は
「
敬
以
直
内
」
と
「
義
以
方
外
」
と
を
「
居
敬
」
と
「
窮

理
」
の
関
係
で
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
る

「
行
」
の
際
の
己
の
心
的
状
態
の
修
養

。

が
「
直
内
」
で
あ
り
、
そ
の
状
態
の
ま
ま
で
行
為
す
る
こ
と
が
「
方
外
」
な
の
で
、
こ

の
二
者
を
「
二
ツ
ト
見
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
」
と
言
う
。
こ
う
し
て
す
べ
て
を
「
敬
」
に
包
含

す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
坤
ノ
文
言
伝
ハ
賢
人
ノ
工
夫
ユ
ヘ
、
敬
ニ
始
リ
テ
敬
ニ
終
リ
、

、

始
終
敬
ナ
リ
」
と
い
う
論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る

『
蘭
洲
先
生
易
四
伝
講
義
』
に
も

。

次
の
よ
う
に
あ
る
。

至
極
ノ
処
ニ
テ
イ
ヘ
ハ
敬
ハ
工
夫
ノ
本
、
義
ハ
工
夫
ノ
末
。
敬
ハ
心
、
義
ハ
事
ニ

テ
云
。
ユ
ヘ
ニ
心
内
ニ
ヨ
ク
存
ス
ト
内
直
シ
。
内
直
キ
処
ニ
テ
事
ニ
応
シ
判
断
ス

ル
ト
、
ヒ
ト
リ
外
事
ニ
ア
ラ
ハ
ル
ヽ
処
、
義
ニ
カ
ナ
ヒ
行
ハ
ル
。
心
内
ニ
不
存
ト

心
ノ
天
理
ク
ラ
ム
ユ
ヘ
、
是
ヲ
非
、
非
ヲ
是
ト
見
ル
ユ
ヘ
、
外
事
ニ
応
ス
ル
処
ク

ヒ
違
フ
ユ
ヘ
、
義
行
ハ
レ
サ
ル
也
。
如
此
ナ
レ
ハ
自
然
ト
内
ヨ
リ
ハ
外
ヲ
養
ヒ
、

外
ヨ
リ
ハ
内
ヲ
助
ケ
テ
、
内
外
表
裏
互
ニ
相
養
相
助
テ
イ
ヨ
〳
〵
広
大
ノ
徳
ト
ナ

ル
カ
敬
義
立
而
徳
不
孤
也
。
内
外
全
備
シ
タ
ル
カ
直
方
大
也
。
ユ
ヘ
ニ
コ
レ
ヲ
以

テ
君
ニ
ツ
カ
ヘ
ハ
忠
ト
ナ
リ
、
親
ニ
ツ
カ
ヘ
ハ
孝
ト
ナ
ル
、
心
ノ
マ
ヽ
ニ
往
ト
シ

。〔

〕

、

テ
義
理
ノ
不
行
事
ナ
キ
ヲ
不
習
无
不
利
ト
云

中
略

静
モ
主
一
無
適
整
斉
厳
粛

動
モ
主
一
厳
粛
、
コ
レ
ヲ
敬
ト
云
。
方
ハ
我
身
ノ
左
右
前
後
上
下
四
方
八
面
皆
義

理
四
角

〔

蘭
洲
先
生
易
四
伝
講
義

（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本

、
九
〇

。
『

』

）

葉
裏
〕

こ
こ
で
も
「
内
直
キ
処
ニ
テ
事
ニ
応
シ
判
断
ス
ル
ト
、
ヒ
ト
リ
外
事
ニ
ア
ラ
ハ
ル
ヽ

処
、
義
ニ
カ
ナ
ヒ
行
ハ
ル
」
と
言
う
よ
う
に
、
内
外
に
対
し
て
「
居
敬

「
窮
理
」
の
工

」

夫
の
別
が
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
な
い

「
敬
」
の
状
態
を
常
に
心
懸
け
た
上
で

。

「

」

、

、

外
事

に
対
応
し
て
い
く
と

適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
た
我
が
内
の
「
敬
」
も
ま
た
完
全
な
状
態
へ
と
近
づ
い
て
い
く
、
と
い
う
解
釈
で
あ

る
。
つ
ま
り
「
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
」
と
い
う
内
外
の
工
夫
は
「
居
敬
」
と
し
て
一

貫
し
て
お
り

「
窮
理
」
の
工
夫
が
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

、

そ
こ
で
改
め
て
、
先
の
『
知
新
録
』
の
文
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
「
敬
以
直

」

「

」

「

」

内

と

義
以
方
外

と
が
完
全
に
果
た
さ
れ
る
前
提
条
件
と
し
て
あ
る
の
が

窮
理

で
あ
り
、
そ
の
「
窮
理
」
も
ま
た
「
敬
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
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構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
改
め
て
整
理
す
る
と
、
蘭
洲
の
説
に
お
い
て
、
内

外
を
合
わ
せ
て
い
く
工
夫
は
「
居
敬
」
と
い
う
「
行
」
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
る
一

方
で
、
そ
の
工
夫
が
成
就
す
る
た
め
の
前
提
条
件
と
し
て
「
窮
理
」
が
存
在
し
、
そ
の

「
窮
理
」
も
ま
た
「
居
敬
」
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
い
う

「
知
」
と
「
行
」
の
相
互
補

、

完
的
な
関
係
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
竹
山
国
字
牘
』
を
見

る
と
、
中
井
竹
山
も
ま
た
同
様
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

崎
門
学
派
の
「
敬
」
論
と
の
共
通
点
と
相
違
点

、

、

「

」

「

」

さ
て

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
が

朱
熹
の
想
定
す
る

居
敬

と

窮
理

の
関
係
性
と
の
相
違
で
あ
る

『
朱
子
語
類
』
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
記

。

述
が
見
ら
れ
る
。

敬
以
て
内
を
直
く
す

義
以
て
外
を
方
に
す

只
だ
是
れ
此
の
二
句
の
み

格

「

、

」
、

。「

〔

朱
子
語
類
』
巻
第
六
十

物
致
知
」
は
、
是
れ
「
義
以
て
外
を
方
に
す
」
な
り
。
『

九

「
易
五

坤

〕

、

」（
注

）
27

道
夫
曰
く

「

敬
以
て
内
を
直
く
し
、
義
以
て
外
を
方
に
す

、
是
れ
内
外
を
合
す

、
「

」

る
の
道
な
ら
ざ
る
や
否
や
」
と
。
曰
く

「
之
を
久
し
く
す
れ
ば
則
ち
内
外
自
然
と

、

又
た
問
え
ら
く

「
敬
し
て
以
て
内
を
直
く
し
て
後
、
便
ち
能
く

し
て
合
う
」
と
。

、

義
以
て
外
を
方
に
す
。
還
て
是
れ
更
に
上
に
就
き
て
工
夫
を
做
す
こ
と
を
用
い
ん

や
」
と
。
曰
く

「
是
れ
此
の
如
し
と
雖
も
、
也
た
須
く
是
れ
先
ず
去
き
て
敬
し
て

、

〔

朱
子
語

以
て
内
を
直
く
し
、
然
る
後
に
能
く
義
以
て
外
を
方
に
す
べ
し
」
と
。
『

類
』
巻
第
六
十
九

「
易
五

坤

〕

、

」（
注

）
28

つ
ま
り
内
外
で
言
え
ば
内
が
「
居
敬

、
外
が
「
窮
理
（
格
物
致
知

」
の
工
夫
で
あ

」

）

り
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
く
こ
と
で
「
内
外
を
合
す
る
」
こ
と
が
実
現
す
る
、

と
い
う
の
が
朱
熹
の
説
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
な
る
と
内
外
の
工
夫
が
別
種
の
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
ま
ず
「
敬
し
て
以
て
内
を
直
く
」
す
べ
し
と
言

う
と

「
窮
理
」
と
い
う
「
知
」
の
工
夫
の
前
に
「
居
敬
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て

、

し
ま
い

「
先
知
後
行
」
の
理
念
と
の
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ

、

て
前
節
で
見
た
五
井
蘭
洲
や
中
井
竹
山
の
解
釈
は

「
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
」
を
「
居

、

敬
」
と
し
て
一
貫
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
し
よ
う
と
試

み
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

で
は
、
彼
ら
の
よ
う
に
「
義
以
方
外
」
を
「
窮
理
」
と
す
る
朱
熹
の
解
釈
を
採
用
し

な
か
っ
た
例
は
、
他
に
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
代
表
例
こ
そ
、

崎
門
学
派
の
特
色
と
し
て
知
ら
れ
る
「
敬
義
内
外
」
説
で
あ
る

。
そ
も
そ
も
山

（
注

）
29

崎
闇
斎
（
一
六
一
八

一
六
八
二
）
自
身
が
次
の
よ
う
に
述
べ

「
義
以
方
外
」
を
「
窮

―

、

理
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
「
本
指
に
非
ざ
る
な
り
」
と
断
じ
て
い
る
。

語
類
に
曰
く

「

敬
以
直
内

、
是
れ
持
守
の
工
夫

「
義
以
方
外

、
是
れ
講
学
の

、
「

」

。

」

工
夫
な
り
」
と
〔

巻
第
六
十
九

。
又
た
曰
く

「

敬

『

」

朱
子
語
類
』

「
易
五

坤

〕

、
「

以
て
内
を
直
く
す
、
義
以
て
外
を
方
に
す

、
只
だ
是
れ
此
の
二
句
の
み

「
格
物

」

。

致
知
」
は
、
是
れ
「
義
以
て
外
を
方
に
す
」
な
り
」
と
。
嘉
謂
ら
く
、
此
の
義
方

の
説
は
本
指
に
非
ざ
る
な
り

〔
山
崎
闇
斎
『
文
会
筆
録
』
七
之
三
（

新
編
山
崎

。

『

闇
斎
全
集
』
第
一
巻
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
八
年

〕

）
）（
注

）
30

程
朱
専
ら
心
を
指
し
て
内
と
為
す
の
説
之
れ
有
り
、
喫
緊
切
要
と
為
す
も
、
但
だ

易
の
本
指
に
非
ざ
る
な
り
。
朱
子
或
い
は
窮
理
を
以
て
義
方
を
説
く
も
、
亦
た
本

指
に
非
ざ
る
な
り

〔

文
会
筆
録
』
七
之
三

〕

。
『

（
注

）
31

衣
笠
安
喜
は
、
山
崎
闇
斎
は
「
窮
理
」
を
無
視
し

「
居
敬
」
に
依
存
し
よ
う
と
し
た

、

と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る

。
こ
れ
は
「
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
」
の
議
論
か

（
注

）
32

ら
「
窮
理
」
を
除
外
し
た
こ
と
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
一
方
で
闇
斎
は

「
窮
理
」
に
傾
倒
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
当
時
の
朱
子
学
に
お
い

、

て

「
居
敬
」
の
重
要
性
に
注
目
し
、
再
評
価
し
た
人
物
と
し
て
、
李
退
溪
と
と
も
に
評

、
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さ
れ
て
い
る

。
し
た
が
っ
て
、
日
本
朱
子
学
に
お
い
て
「
敬
」
を
論
ず
る
に
あ

（
注

）
33

た
っ
て
は
、
や
は
り
崎
門
学
派
の
議
論
を
踏
ま
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
、

蘭
洲
も
幼
少
の
頃
よ
り
交
流
を
持
っ
て
い
た
、
懐
徳
堂
の
初
代
学
主
で
あ
る
三
宅
石
庵

は
浅
見
綗
斎
に
師
事
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
蘭
洲
自
身
も
江
戸
に
い
た
頃
、
崎
門
学

派
の
徒
と
交
流
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
発
言
を
し
て
い
る

。
こ
の
こ
と
か
ら
、

（
注

）
34

五
井
蘭
洲
の
「
敬
」
論
に
お
け
る
、
崎
門
学
派
の
「
敬
義
内
外
」
説
か
ら
の
影
響
性
は

大
い
に
考
え
ら
れ
よ
う

。

（
注

）
35

し
か
し
な
が
ら
、
崎
門
学
派
と
五
井
蘭
洲
の
「
敬
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を
比
較
し
て

、

。

「

」

み
る
と

大
き
な
差
異
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ず
山
崎
闇
斎
は

主
一
ノ
敬

を
説
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

抑
敬
ニ
主
事
ノ
敬
、
主
一
ノ
敬
ト
云
コ
ト
ア
リ
。
主
事
ノ
敬
ハ
ア
シ
ク
シ
テ
、
主

一
ノ
敬
ハ
ヨ
シ
。
喩
ヘ
バ
、
見
書
、
向
ノ
書
ヘ
写
心
奪
ハ
レ
テ
、
手
前
ア
ラ
ク
ナ

ル
ハ
、
主
事
也
。
手
前
ノ
心
ヲ
仡
ト
正
シ
ク
シ
テ
、
書
物
ニ
掛
リ
応
ズ
ル
ハ
、
主

一
ノ
敬
也
。
問
フ
、
今
仕
官
奉
公
人
ナ
ド
、
使
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
テ
、
口
上
ヲ
承
ハ
ル

時
、
イ
カ
ニ
手
前
ノ
心
ノ
ミ
ヲ
正
シ
テ
モ
、
向
ノ
詞
ヲ
主
ト
セ
デ
ハ
、
口
上
ヲ
覚

ヘ
マ
ジ
。
又
向
ノ
詞
ノ
ミ
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
、
主
事
ニ
ナ
ル
者
ニ
シ
テ
、
手
前
ア
ラ

ク
ナ
ル
。
於
是
如
何
ナ
ル
工
夫
ヲ
セ
ン
。
答
曰
、
此
間
ノ
事
ハ
聖
人
分
上
デ
ナ
ク

バ
、
不
全
。
本
聖
人
ハ
声
入
心
通
ズ
ル
人
ナ
レ
バ
、
聖
人
ハ
主
一
ニ
シ
テ
主
事
ス

ル
ト
云
者
也
。
兎
角
不
主
一
ハ
、
主
事
モ
ナ
ラ
ヌ
ゾ
。
是
主
一
ニ
シ
テ
主
事
ス
ル

ガ
全
キ
敬
也

〔
山
崎
闇
斎
『
敬
斎
箴
講
義

（
日
本
思
想
大
系
本

〕

。

』

）

闇
斎
は
書
を
読
む
こ
と
を
例
に
し
て
こ
の
よ
う
に
言
う
。
自
分
が
読
む
「
向
ノ
書
」

「

」

「

」

、「

、

に

心
奪
ハ
レ

る
こ
と
は

主
事
ノ
敬

で
あ
り

手
前
ノ
心
ヲ
仡
ト
正
シ
ク
シ
テ

書
物
ニ
掛
リ
応
ズ
ル
」
と
い
う
「
主
一
ノ
敬
」
こ
そ
が
理
想
的
で
あ
る
。
ま
た
続
い
て

弟
子
に
「
主
事
ノ
敬
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
と

問
わ
れ
る
と
、
闇
斎
は

「
兎
角
不
主
一
ハ
、
主
事
モ
ナ
ラ
ヌ
ゾ
。
主
一
ニ
シ
テ
主
事
ス

、

ル
ガ
全
キ
敬
也
」
と
答
え
、
ま
ず
「
主
一
ノ
敬
」
を
行
う
こ
と
を
第
一
に
心
懸
け
よ
、

と
答
え
て
い
る
。

こ
の
「
主
一
ノ
敬
」
と
「
主
事
ノ
敬
」
に
つ
い
て
は
、
門
人
の
佐
藤
直
方
（
一
六
五
〇

一
七
一
九
）
も
、
手
紙
を
書
く
こ
と
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

―

主
一
主
事
ノ
辨
、
不
分
明
。
タ
ト
ヘ
バ
今
手
紙
ヲ
シ
タ
ヽ
ム
ル
ニ
、
心
ニ
キ
ヲ
ツ

ケ
ズ
シ
テ
、
筆
紙
バ
カ
リ
ニ
心
ヲ
ハ
セ
テ
書
ハ
、
主
事
バ
カ
リ
也
。
放
心
ニ
シ
テ

主
一
ニ
ア
ラ
ズ
。
故
ニ
書
ソ
コ
ナ
イ
、
落
字
ア
リ

〔
中
略
〕
手
紙
ヲ
カ
ヽ
ン
ト
思

。

フ
ニ
ハ
、
ハ
ヤ
心
ヘ
チ
ヨ
ツ
ト
キ
ヲ
ツ
ケ
、
静
ニ
シ
テ
墨
ス
リ
、
筆
ヲ
点
シ
テ
、

サ
テ
文
言
ハ
コ
ウ
カ
ヽ
ン
ト
思
量
シ
テ
カ
ク
ニ
モ
、
又
心
ヘ
キ
ヲ
ツ
ケ
、
静
ニ
シ

テ
カ
ケ
バ
、
手
紙
心
カ
ラ
カ
ク
ユ
ヘ
ニ
、
書
ソ
コ
ナ
イ
ナ
ク
、
落
字
ナ
シ
。
コ
レ

則
主
事
ハ
則
主
一
也
。
主
事
主
一
ト
、
二
ツ
ニ
シ
テ
ヤ
ハ
リ
一
ツ
也
。
心
ニ
キ
ヲ

ツ
ケ
ズ
シ
テ
、
ウ
カ
ト
墨
ス
リ
、
筆
ト
ツ
テ
、
手
紙
ヘ
心
ハ
セ
テ
カ
ク
ト
、
心
妄

動
シ
テ
主
一
ナ
ラ
ズ
。
主
一
主
事
ノ
辨
、
イ
ロ
〳
〵
ム
ヅ
カ
シ
ク
イ
ヘ
ド
モ
、
ヒ

ツ
キ
ヤ
ウ
チ
ヨ
ツ
ト
心
ニ
気
ヲ
ツ
ケ
、
静
ニ
シ
テ
其
事
ヲ
ナ
ス
ノ
ミ
也

〔
佐
藤
直

。

方
『
敬
説
筆
記

（
日
本
思
想
大
系
本

〕

』

）

こ
う
し
た
も
の
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
闇
斎
や
直
方
の
言
う
「
主
事
」
と
は
、
向

き
合
っ
て
い
る
対
象
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
で
あ
り

「
主
一
」
と
は
自
分
自
身
の
意
識

、

を
冷
静
に
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
言
う
「
主
事
ノ
敬
」
は
、
向
き
合
っ
て
い
る
対
象
に
向
け
ら
れ

る
外
向
き
の
「
集
中
」
で
あ
り

「
主
一
ノ
敬
」
こ
そ
、
ま
さ
し
く
無
対
象
的
な
内
向
き

、

の
「
集
中
」
を
表
す
「
敬
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

崎
門
学
派
は
「
主
事
ノ
敬
」
を
全
否
定
は
し
な
い
も
の
の
、
そ
れ
が
主
体
と
な
っ
て

第
二
節
で

し
ま
う
こ
と
を
嫌
い
、
ま
ず
「
主
一
ノ
敬
」
を
行
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

確
認
し
た
懐
徳
堂
学
派
の
そ
れ
を
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、
懐
徳
堂
学
派
は
む
し
ろ
、
崎

門
学
派
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
主
事
ノ
敬
」
の
方
を
重
要
視
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
懐

徳
堂
学
派
と
崎
門
学
派
の
大
き
な
差
異
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
崎
門
学
派
に
お
け
る
「
敬
」
は

「
冷
静
厳
粛
」
の
側
面
を
強
調
し
た
も
の

、



（ 202 ）

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
敬
」
の
「
無
対
象
性
」
を
強
調
す
る
方
向
に
あ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
判
る
。

こ
の
「
冷
静
厳
粛
」
な
心
理
状
態
の
内
実
は
、
ど
の
よ
う
な
対
象
で
あ
ろ
う
と
も
変

わ
る
こ
と
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
自
己
の
理
性
を
よ
り
重
視
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
第
二
節
で
見
た
「
答
谷
生
、
論
主
一
無
適
」
に
お
い
て
批
判
さ
れ
る
よ

う
な

「
カ
リ
ソ
メ
ニ
モ
果
シ
眼
ニ
テ
、
人
ヲ
義
絶
ス
ル
コ
ト
ヲ
敬
義
直
方
ノ
訓
ト
心
得

、

タ
ル
」
者
と
な
る
危
険
性
を
孕
む
こ
と
と
な
る
。

事
実
、
中
井
竹
山
は
崎
門
学
派
を
名
指
し
で
批
判
し
た
際
、
そ
の
大
き
な
根
拠
と
し

て
彼
ら
の
「
敬
」
論
を
挙
げ
て
い
る
。

夫
ニ
付
家
弟
専
ラ
申
候
ハ
、
コ
ノ
タ
ビ
ノ
御
設
ケ
ハ
、
搢
紳
尊
貴
ノ
御
為
第
一
ニ

ゴ
ザ
候
ヘ
バ
、
コ
レ
ニ
尤
忌
避
玉
フ
ベ
キ
学
術
ハ
、
山
崎
ノ
一
派
ニ
ゴ
ザ
候
。
山

崎
氏
ハ
篤
ク
程
朱
ヲ
信
ジ
、
浮
文
ヲ
削
リ
実
学
実
行
ヲ
主
ト
ス
ル
ユ
ヘ
、
大
ニ
朱

子
ニ
功
ア
リ
ト
モ
申
ス
ベ
ケ
レ
バ
、
コ
ノ
タ
ビ
ノ
教
導
ニ
ハ
宜
カ
ル
ベ
キ
コ
ト
ニ

候
ヘ
ト
モ
、
苦
々
シ
キ
コ
ト
ハ
一
種
ノ
僻
見
コ
レ
ア
リ
、
敬
義
直
方
ノ
訓
ヲ
ア
ナ

ガ
チ
ニ
拘
泥
シ
テ
、
本
旨
ヲ
ト
リ
失
ヒ
、
諸
事
イ
カ
メ
シ
ク
ノ
ミ
ナ
リ
ユ
キ
、
風

ナ
キ
ニ
波
ヲ
起
ス
コ
ト
ニ
ナ
リ
、
忿
戻
ノ
矜
ニ
陥
リ
候
。
往
歳
竹
内
何
某
、
関
東

ノ
御
咎
メ
ヲ
受
タ
ル
モ
、
ソ
ノ
人
サ
シ
テ
不
正
ノ
人
物
ト
モ
キ
コ
ヘ
申
サ
ズ
候
ヘ

ト
モ
、
カ
ノ
学
術
ノ
流
弊
ニ
テ
、
靖
献
遺
言
ヲ
主
張
シ
、
臂
ヲ
攘
ゲ
テ
横
議
ス
ル

、

。

、

ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
ユ
キ

目
前
ノ
大
害
ヲ
引
出
シ
候
コ
ト
ニ
テ
候

サ
キ
ニ
尊
命
ニ
モ

、

、

。

コ
ノ
事
仰
出
サ
レ

屹
度
殷
鑑
ト
ス
ベ
キ
ノ
旨

仰
ヲ
蒙
リ
御
尤
ニ
存
ジ
奉
リ
候

コ
レ
ミ
ナ
学
術
ノ
弊
ニ
テ
候
。
総
シ
テ
学
者
分
上
ノ
大
害
ニ
ナ
リ
候
ハ
、
荻
生
ニ

シ
ク
ハ
ナ
ク
候
ヘ
ト
モ
、
搢
紳
尊
貴
ノ
御
身
ニ
限
リ
テ
ハ
、
山
崎
ノ
害
ハ
ル
カ
ニ

甚
シ
ク
候
。
コ
ノ
旨
家
弟
ト
ク
レ
〳
〵
申
合
候
コ
ト
ユ
エ
、
遮
テ
申
上
オ
キ
候
。

後
々
末
々
マ
デ
コ
レ
ヲ
学
校
ノ
大
禁
ト
遊
バ
サ
レ
タ
ク
候

〔

竹
山
国
字
牘
』
巻

。
『

下
「
上
中
納
言
菅
公
公
建
学
私
議

、
四
一
葉
表

四
一
葉
裏
〕

」

―

こ
の
い
わ
ゆ
る
「
建
学
私
議
」
と
い
う
文
書
は
、
京
都
の
公
卿
・
高
辻
胤
長
の
依
頼

、

、

に
応
じ
て
提
出
し
た

京
都
と
大
阪
に
お
け
る
学
校
建
設
に
関
す
る
提
案
書
で
あ
る
が

こ
の
中
で
竹
山
は
、
崎
門
学
は
「
学
校
ノ
大
禁
」
と
し
て
頂
き
た
い
、
と
強
く
述
べ
て

。

、

（

）

い
る

こ
れ
は
竹
山
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に

竹
内
式
部

一
七
一
二

一
七
六
七

―

が
引
き
起
こ
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
宝
暦
事
件
」
を
受
け
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
も
す
べ
て
、
彼
ら
が
彼
ら
の
信
じ
る
と
こ
ろ
の
「
敬
義
直
方
ノ
訓
」
に
拘
泥
し
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
、
と
竹
山
は
言
う
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
諸
事
イ
カ
メ
シ
ク
ノ
ミ

ナ
リ
ユ
キ

、
と
い
う
崎
門
学
派
の
特
徴
は

「
答
谷
生
、
論
主
一
無
適
」
で
批
判
の
対

」

、

象
と
な
っ
て
い
た
人
物
と
ま
さ
に
一
致
す
る
。

つ
ま
り

「
敬
」
の
「
冷
静
厳
粛
」
と
い
う
側
面
に
拘
泥
し
た
結
果

「
人
ヲ
義
絶
」

、

、

し
、
過
激
な
尊
王
派
を
醸
成
す
る
よ
う
な
弊
害
や
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
懐
徳
堂
学
派
は
「
敬
」
の
「
集
中
」
の
側
面
を
選
択
し
て

重
視
す
る
の
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に

「
敬
」
を
「
冷
静
厳
粛
」
と
し
た
場
合
、
そ
の
「
無
対
象
性
」

、

を
強
調
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
他
方

「
集
中
」
の
側
面
を
外
向
き
の
も
の
と
し
て
解
釈

、

し
た
場
合
、
そ
れ
は
「
う
や
ま
う
」
と
読
ん
だ
時
の
よ
う
な
対
象
の
限
定
こ
そ
発
生
し

な
い
が

集
中

す
る
対
象
は
常
に
眼
前
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る

そ
れ
は

竹

、「

」

。

『

山
国
字
牘
』
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
、
自
分
が
直
面
す
る
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
適
用
さ
れ
る

わ
け
で
あ
る
か
ら
、
学
問
に
お
い
て
向
き
合
う
べ
き
課
題
も
、
自
ず
と
日
常
性
・
緊
迫

性
を
増
し
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
第
二
節
で
確
認
し
た
通
り
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
五
井

蘭
洲
や
中
井
竹
山
の
「
敬
」
解
釈
で
あ
り
、
崎
門
学
派
と
立
場
を
異
に
す
る
大
き
な
分

岐
点
で
あ
る
。

、

「

」

、

「

」

し
た
が
っ
て

朱
子
学
に
お
け
る

居
敬

の
最
重
要
視
の
流
れ
の
中
で

そ
の

敬

と
い
う
も
の
の
あ
り
方
の
解
釈
の
相
違
に
よ
っ
て
、
学
問
の
方
向
性
を
異
に
し
た
こ
と

が
充
分
推
測
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

結

以
上
、
五
井
蘭
洲
の
「
敬
」
論
を
考
察
し
、
中
井
竹
山
へ
の
思
想
的
継
承
を
確
認
し
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た
上
で
、
崎
門
学
派
の
「
敬
」
論
と
の
共
通
点
と
相
違
点
を
見
る
こ
と
で
、
朱
子
学
に

お
け
る
「
居
敬
」
重
視
の
学
問
潮
流
の
中
に
お
け
る
多
様
な
展
開
の
可
能
性
を
指
摘
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
飽
く
ま
で
そ
の
一
端
に
す
ぎ
な
い
。
阿
部
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に

「
居
敬
」
重
視
の
端
緒
は
明
代
の
儒
者
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
展
開

、
と
い
う
も
の
を
さ
ら
に
俯
瞰
的
に
見
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

例
え
ば
、
同
じ
く
「
居
敬
」
を
重
視
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
李
退
溪
で
あ
る
。
一

例
を
挙
げ
る
と
、
彼
の
「
進
聖
学
十
図
箚
」
を
見
る
と
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

孔
子
曰
く

「
学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
罔
し
、
思
い
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
し
」

、

と
。
学
な
る
者
は
、
其
の
事
を
習
い
て
真
に
践
履
す
る
の
謂
な
り
。
蓋
し
聖
門
の

学
、
諸
を
心
に
求
め
ざ
れ
ば
、
則
ち
昏
く
し
て
得
る
こ
と
無
く
、
故
に
必
ず
思
い

。

、

、

て
以
て
其
の
微
に
通
ず

其
の
事
を
習
わ
ざ
れ
ば

則
ち
危
う
く
し
て
安
か
ら
ず

故
に
必
ず
学
び
て
以
て
其
の
実
を
践
む
。
思
と
学
と
は
、
交
い
に
相
い
発
し
て
互

い
に
相
い
益
す
も
の
な
り

〔
中
略
〕
而
し
て
持
敬
と
は
、
又
た
思
学
を
兼
ね
、
動

。

静
を
貫
き
、
内
外
を
合
せ
、
顕
微
の
道
を
一
に
す
る
所
以
な
り
。
其
の
之
を
為
す

の
法
、
必
ず
や
此
の
心
を
斎
荘
静
一
の
中
に
存
し
、
此
の
理
を
学
問
思
辨
の
際
に

、

、

、

窮
め

睹
ざ
る
聞
か
ざ
る
の
前
の

戒
懼
す
る
所
以
の
者
は
愈
よ
厳
に
愈
よ
敬
に

隠
微
幽
独
の
処
の
、
省
察
す
る
所
以
の
者
は
愈
よ
精
に
愈
よ
密
な
り
。
一
図
に
就

き
て
思
わ
ば
、
則
ち
当
に
此
の
図
に
専
一
に
し
て
、
他
図
有
る
を
知
ら
ざ
る
が
如

く
す
べ
く
、
一
事
に
就
き
て
習
わ
ば
、
則
ち
当
に
此
の
事
に
専
一
に
し
て
、
他
事

有
る
を
知
ら
ざ
る
が
如
く
す
べ
し
。
朝
に
夕
に
常
有
り
、
今
日
に
明
日
に
相
い
続

く
。
或
い
は
夜
気
清
明
の
時
に
紬
繹
玩
味
し
、
或
い
は
日
用
酬
酢
の
際
に
体
験
栽

培
す
。
其
の
初
め
は
猶
お
未
だ
或
い
は
掣
肘
矛
盾
の
患
有
る
を
免
れ
ず
、
亦
た
時

に
極
め
て
辛
苦
し
て
快
活
な
ら
ざ
る
の
病
有
ら
ん
。
此
れ
乃
ち
古
人
の
謂
う
所
の

将
に
大
進
せ
ん
と
す
る
の
幾
、
亦
た
好
消
息
と
為
る
の
端
な
り
。
切
に
此
に
因
り

。

、

、

て
自
ら
沮
む
こ
と
毋
れ

尤
も
当
に
自
ら
信
じ
て
益
す
励
み

真
を
積
む
の
多
き

や

力
を
用
う
る
の
久
き
に
至
れ
ば
、
自
然
と
し
て
心
と
理
と
相
い
涵
し
、
而
し
て
其

の
融
会
貫
通
す
る
を
覚
え
ず
、
習
と
事
と
相
い
熟
し
、
而
し
て
漸
く
其
の
坦
泰
安

履
を
見
る
。
始
め
は
各
の
専
一
に
し
て
、
今
は
乃
ち
克
く
一
に
協
う
。
此
れ
実
に

孟
子
の
論
ず
る
所
の
深
く
自
得
に
造
る
の
境
、
生
ず
れ
ば
則
ち
烏
ぞ
已
む
べ
け
ん

の
験
な
り

〔
李
退
溪
『
退
溪
集
』
巻
七
「
進
聖
学
十
図
箚

〕

。

」（
注

）
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こ
こ
の
「
一
図
に
就
き
て
思
わ
ば
、
則
ち
当
に
此
の
図
に
専
一
に
し
て
、
他
図
有
る

を
知
ら
ざ
る
が
如
く
す
べ
く
、
一
事
に
就
き
て
習
わ
ば
、
則
ち
当
に
此
の
事
に
専
一
に

し
て
、
他
事
有
る
を
知
ら
ざ
る
が
如
く
す
べ
し
」
と
い
う
文
な
ど
を
見
る
と
、
李
退
溪

は
「
敬
」
を
「
集
中
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
彼
の
場
合
は
、

そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
対
象
と
い
う
柔
軟
性
は
無
く

「
夜
気
清
明
の
時
」
で
も
「
日
用

、

酬
酢
の
際

で
も

常
に
同
一
の
課
題
を
念
頭
に
置
き
つ
づ
け
る

と
い
う

専
一

集

」

、

、

「

」「

」

。

、

、

中

で
あ
る

こ
の
場
合
で
は

向
き
合
っ
て
い
る
の
は
そ
の
都
度
の
対
象
で
は
な
く

解
決
す
べ
き
一
つ
の
学
術
的
課
題
と
い
う
、
よ
り
「
知
」
の
方
向
に
ベ
ク
ト
ル
を
向
け

、
、
、
、
、

た
解
釈
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

そ
れ
は
本
来

居
敬

が

窮

。

、「

」

「

理
」
と
対
に
な
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
薛

瑄
（
一
三
八
九

一
四
六
四
）
も
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

―

初
学
の
時
は
居
敬
窮
理
を
見
て
二
事
と
為
す
。
学
を
為
す
こ
と
の
久
し
く
し
て
、

、

、

則
ち
居
敬
の
時
は
敬
以
て
理
を
存
し

窮
理
の
時
は
敬
以
て
此
の
理
を
察
す
れ
ば

、

。〔
『

』

二
事
の
如
し
と
雖
も

而
れ
ど
も
実
は
則
ち
一
な
る
こ
と
を
見
得
す

読
書
録

巻
三

〕

（
注

）
37

つ
ま
り
李
退
溪
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
考
え
に
則
っ
て

「
窮
理
」
に
お
け
る
「
居
敬
」

、

に
限
定
し
て
説
を
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
崎
門
学
派
や
懐
徳
堂
学
派
の
よ
う

に

「
居
敬
」
の
範
囲
を

「
窮
理
」
に
留
ま
ら
ず
、
日
常
的
な
実
践
、
あ
る
い
は
社
会

、

、

実
践
に
ま
で
至
ら
し
め
る
よ
う
な
発
想
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
を
淵
源
と
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
は
儒
学
思
想
史
研
究
に
お
け
る
、
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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注

（
１
）
近
年
の
研
究
に
お
い
て
は
、
吾
妻
重
二
『
朱
子
学
の
新
研
究
』
第
二
部
第
三
篇
第
三
章
（
創

文
社
、
二
〇
〇
四
年

、
垣
内
景
子
『

心
」
と
「
理
」
を
め
ぐ
る
朱
熹
思
想
構
造
の
研
究
』

）

「

第
一
章
第
二
節

（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

、

（
２
）
敬
者
、
一
心
之
主
宰
而
万
事
之
本
根
也

〔

大
学
或
問
』
経
〕

。
『

（
３
）
学
者
工
夫
唯
在
居
敬
窮
理
二
事
。
此
二
事
互
相
発
、
能
窮
理
則
居
敬
工
夫
日
益
進
、
能
居
敬

則
窮
理
工
夫
日
益
密

〔

朱
子
語
類
』
巻
九
〕

。
『

（
４
）
注
（
１
）
の
吾
妻
氏
前
掲
書
、
四
〇
九
頁
。

（
５
）
二
先
生
所
論
敬
字
、
須
該
貫
動
静
看
方
得
。
夫
方
其
無
事
而
存
主
不
懈
者
、
固
敬
也
。
及
其

応
物
而
酬
酢
不
乱
者
、
亦
敬
也

〔
中
略
〕
豈
必
以
攝
心
坐
禅
而
謂
之
敬
哉
。

。

（
６
）
垣
内
景
子
『
朱
子
学
入
門
』
第
五
章
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年

、
九
〇
頁
。

）

（
７
）
注
（
１
）
の
吾
妻
氏
前
掲
書
、
四
〇
二
頁
。

（
８
）
島
田
虔
次
『
大
学
・
中
庸

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年

、
四
八
頁
。
な
お
、
吾
妻
氏
も

』

）

前
掲
書
に
お
い
て
こ
の
「
無
対
象
性
」
を
支
持
し

「
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
敬
は
心
の

、

緊
張
状
態
を
指
す
語
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
対
象
へ
の
敬
意
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
と
い

う
点
で
あ
る
。
居
敬
の
特
色
の
一
つ
は
、
そ
の
無
対
象
性
に
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
四

、
、
、
、

〇
二

四
〇
三
頁

。

―

）

知
行
並
進
論
的
系
譜

対
日
本
儒
学
的
影
響
（
劉
瑩
訳
『
朱
子
学
研
究
』
第
三
十
三
輯
、
二
〇
一
九

（
９
）
拙
稿
「

―
―

」

、

等
。

年
一
二
月
）

（

）
近
世
程
沙
隨
猶
非
之
、
以
為
聖
賢
無
単
独
説
敬
字
時
、
只
是
敬
親
敬
君
敬
長
、
方
着
箇
敬
字
。
全

10

不
成
説
話
。
聖
人
説
修
己
以
敬
、
曰
敬
而
無
失
、
曰
聖
敬
日
躋
、
何
嘗
不
単
独
説
来
。
若
説
有
君

有
親
有
長
時
用
敬
、
則
無
君
親
無
長
之
時
、
将
不
敬
乎
。
都
不
思
量
、
只
是
信
口
胡
説
。

（

）
聖
人
言
語
、
当
初
未
曽
関
聚
。
如
説
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
等
類
、
皆
是
敬
之
目
。
到

11

。

。

。

、

、

程
子
始
関
聚
説
出
一
箇
敬
来
教
人

然
敬
有
甚
物

只
如
畏
字
相
似

不
是
塊
然
兀
坐

耳
無
聞

目
無
見
、
全
不
省
事
之
謂
。
只
收
斂
身
心
、
整
齊
純
一
、
不
恁
地
放
縱
、
便
是
敬
。

（

『
非
伊
編
』
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
寺
門
日
出
男
「
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
蘭
洲
遺
稿

）
12

に
つ
い
て

懐
徳
堂
研
究

第
六
号

二
〇
一
五
年

を
参
照
の
こ
と

一
般
的
に
は

非

」（
『

』

、

）

。

「

伊
篇
」
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
寺
門
論
文
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
蔵
本
は
内
題
・
外
題
と
も
に
「
非
伊
編
」
と
あ
る
た
め
、
本
稿
で
も
こ
ち
ら
の
表
記

を
採
用
し
た
い
。

（

）
船
越
政
一
郎
編
『
浪
速
叢
書
』
第
十
（
浪
速
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
所
収
。

13
（

）
嘗
慨
一
時
鉅
儒
不
為
少
而
不
局
乎
固
滞
、
輒
帰
乎
忽
略
神
仏
譎
誕
之
説
、
乗
以
張
皇
、
其
厭

14

之
者
変
為
功
利
詞
章
、
反
籍
口
乎
復
古
、
高
自
標
榜
好
新
奇
之
士
、
靡
然
趨
附
、
文
行
岐
而

良
材
日
壊
。
乃
掲
以
博
約
之
旨
、
矯
偏
拯
〔
浪
華
名
家
碑
文
作
極
〕
頽
、
以
正
人
心
合
文
於

行
、
著
非
伊
非
物
非
費
承
聖
諸
篇
、
艾
榛
蕪
以
示
周
行
。
後
進
知
所
郷
、
若
大
寐
新
醒
。
豈

非
道
足
以
息
邪
説
者
。

（

）
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
蘭
洲
自
筆
本
、
上
巻
、
十
七
葉
表
。

15
（

）
注
（
８
）
の
寺
門
論
文
。
寺
門
氏
は
こ
の
「
古
学
論
」
に
つ
い
て
、
宝
暦
九
年
に
蘭
洲
が
中

16

風
を
発
症
し
、
有
馬
温
泉
で
湯
治
を
行
っ
た
際
に
書
か
れ
た
諸
文
章
に
続
い
て
収
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
同
年
頃
の
作
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

（

）
仁
斎
又
悪
敬
字
、
非
程
朱
。
然
有
学
問
之
道
以
来
、
古
書
説
敬
字
不
一
而
足
。
唯
有
桀
紂
者
、

17

曰
敬
不
足
行
。
仁
斎
亦
読
書
人
也
。
何
嘗
不
知
敬
可
尚
。
但
為
程
朱
主
張
敬
字
而
悪
之
耳
。

諺
所
謂
疾
浮
屠
及
袈
裟
者
也
。

（

）
な
お
『
非
伊
編
』
に
お
い
て
は
「
仁
斎
又
悪
敬
」
の
下
の
「
字
」
が
無
く

「
唯
有
桀
紂
者
、

、

18

曰
敬
不
足
行
」
の
文
が
無
い
。

（

）
蘭
洲
の
文
に
引
か
れ
る
仁
斎
の
説
に
つ
い
て
は
、
日
本
思
想
大
系
本
（
岩
波
書
店
、
一
九
七

19

一
年
）
所
収
の
『
語
孟
字
義
』
に
拠
っ
て
確
認
し
た
。
ま
た
蘭
洲
に
よ
る
当
該
文
章
は
長
文



（ 205 ）

で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
内
容
に
従
っ
て
改
行
し
た
。
な
お
『
語
孟
字
義
』
の
仁
斎
の
説
が

追
加
さ
れ
た
真
意
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し

「
古
学
論
」
に
お
い
て
は
「
今
也
余

、

以
病
屏
居
多

假

、
借
童
子
問
於
友
人
読
之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が

「
今
也
余
以
病
屏
居
多

、

（

マ

マ

）

暇
、
借
童
子
問
語
孟
字
義
等
於
友
人
読
之
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
古
学
論
」
の

、

時
点
で
は
『
語
孟
字
義
』
を
精
読
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（

「
一
身
」
は
原
文
マ
マ

『
朱
子
語
類
』
も
『
語
孟
字
義
』
も
「
一
心
」
に
作
っ
て
い
る
。

）

。

20
（

）
又
曰
、
敬
尊
崇
奉
持
之
謂
。
按
古
経
書
無
一
謂
無
事
徒
守
敬
字
。
朱
子
曰
、
敬
者
一
身
之
主

21

宰
、
万
事
之
根
本
。
愚
謂
不
然
。
聖
門
学
以
仁
義
為
宗
、
而
忠
信
為
主
。
未
嘗
以
敬
為
万
事

之
根
本
。
学
者
孰
不
以
仁
義
為
宗
忠
信
為
主
。
夫
子
曰
修
己
以
敬
。
仁
義
者
修
己
之
本
也
。

其
要
在
敬
、
請
詳
論
之
。
以
敬
為
修
養
之
功
、
肇
自
唐
虞
歴
三
代
、
詩
書
六
芸
之
所
載
、
歴

々
可
数
。
其
最
切
者
、
孔
子
曰
、
敬
以
直
内
。
是
尊
崇
奉
持
何
物
乎
。
至
国
語
云
、
敬
者
徳

之
聚
也
。
能
敬
必
有
徳
。
是
尊
崇
奉
持
何
物
乎
。
雖
欲
宗
仁
義
、
内
省
無
敬
、
則
何
能
得
仁

。

、

、

。

。

。

義

孔
子
以
敬
教
学
者
曰

行
篤
敬

修
己
以
敬

是
又
尊
崇
奉
持
何
物
乎

至
孟
子
亦
然

自
戦
国
歴
秦
漢
、
聖
王
不
作
、
処
士
横
議
、
放
蕩
自
肆
、
即
遺
敬
。
至
晋
清
言
之
徒
出
、
言

礼
法
豈
為
吾
輩
設
哉
。
夫
礼
者
敬
耳
。
此
輩
蔑
礼
、
況
敬
乎
。
即
乱
頭
養
望
言
曠
達
、
世
之

悦
放
肆
者
、
滔
々
皆
帰
之
、
不
知
聖
門
正
心
威
儀
之
学
。
如
王
弼
何
晏
之
倫
、
雖
以
易
論
語

為
専
門
、
其
為
人
、
浮
虚
躁
妄
、
皆
不
足
取
。
於
是
武
人
倍
吏
、
易
其
誕
、
異
端
邪
説
、
乗

其
虚
鼓
其
説
、
以
軽
慢
之
、
因
循
至
唐
末
五
代
、
遂
併
君
臣
之
義
廃
之
。
夫
敬
与
義
者
相
為

表
裏
内
外
者
也
。
故
曰
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
。
夫
廃
敬
、
則
義
従
而
亡
、
亦
可
観
。
由
是

、

、

、

、

纂
弑
相
継
於
上

邪
暴
並
興
於
下

雖
有
一
韓
退
之
不
能
本
之
於
理
性

亦
不
知
敬
之
可
尚

無
補
于
聖
教
。
及
宋
諸
君
子
、
以
礼
律
身
、
以
敬
存
心
、
以
復
唐
虞
三
代
之
旧
。
其
間
有
陸

象
山
者
、
悪
敬
、
至
明
興
王
陽
明
李
卓
吾
輩
、
亦
不
知
敬
義
之
為
学
、
佞
仏
授
禅
、
遂
夷
狄

入
中
国
、
敬
義
之
学
、
掃
地
而
尽
、
明
従
亡
。
由
是
観
之
、
敬
係
人
心
邪
正
、
国
家
治
乱
、

其
可
忽
乎
。
仁
齊
為
人
緩
慢
、
不
悦
義
気
激
烈
、
故
疾
敬
爾
。

（

）
注
（
１
）
の
吾
妻
氏
前
掲
書
。
吾
妻
氏
は
「
道
学
お
よ
び
朱
熹
に
お
け
る
敬
は
、
先
秦
以
来

22

の
用
法
に
む
し
ろ
忠
実
な
の
で
あ
る
」
と
し

「
篤
実
な
仁
斎
ら
し
か
ら
ぬ
疎
漏
と
い
う
べ
き

、

で
あ
る
」
と
言
う
（
四
〇
八
頁

。）

（

）
又
曰
、
後
世
或
以
持
敬
為
宗
旨
、
或
以
致
良
知
為
宗
旨
、
未
有
以
忠
信
為
主
。
亦
異
夫
孔
門

23

之
学
矣
。
夫
宋
儒
以
忠
信
為
本
。
唯
其
方
法
各
以
其
性
所
近
、
故
或
持
敬
、
或
致
知
、
皆
所

以
進
忠
信
也
。
不
知
仁
斎
進
忠
信
之
方
法
、
何
以
也
。
将
口
誦
忠
信
如
老
婆
念
仏
歟
。

（

）
蘭
洲
の
説
く
「
真
知
実
見
」
に
つ
い
て
は
、
田
尻
祐
一
郎
「
懐
徳
堂
学
派

五
井
蘭
洲
と

―
―

24

中
井
履
軒

（
源
了
圓
編
『
江
戸
の
儒
学

『
大
学
』
受
容
の
歴
史

、
思
文
閣
出
版
、
一

」

』

―
―

九
八
八
年
）
を
参
照
。

（

）
拙
稿
「
五
井
蘭
洲
と
中
井
履
軒
の
格
物
致
知
論

（

東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
十
号
、

」
『

25

二
〇
一
七
年
）
お
よ
び
「
懐
徳
堂
学
派
の
知
行
論

（

日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
九
集
、

」
『

二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（

『
懐
徳
堂
遺
書

（
松
村
文
海
堂
、
一
九
一
一
年
）
に
拠
る
。

）

』

26
（

）
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
、
只
是
此
二
句
。
格
物
致
知
、
是
義
以
方
外
。

27
（

）
道
夫
曰
、
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
、
莫
是
合
内
外
之
道
否
。
曰
、
久
之
則
内
外
自
然
合
。
又

28

問
、
敬
以
直
内
後
、
便
能
義
以
方
外
。
還
是
更
用
就
上
做
工
夫
。
曰
、
雖
是
如
此
、
也
須
是

先
去
敬
以
直
内
、
然
後
能
義
以
方
外
。

（

）
崎
門
学
派
の
「
敬
義
内
外
」
説
を
巡
っ
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
が
、
い
ま
そ
の

29

一
例
を
紹
介
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
尾
藤
正
英
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究

（
青
木
書

』

店
、
一
九
六
一
年

、
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五

）

』

年

、
平
重
道
『
近
世
日
本
思
想
史
研
究

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年

、
衣
笠
安
喜
『
近

）

』

）

世
儒
学
思
想
史
の
研
究
』
Ⅰ

二
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
年

、
田
尻
祐
一
郎
『
山

―

）

崎
闇
斎
の
世
界

（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
六
年

、
下
川
玲
子
『
朱
子
学
的
普
遍
と
東
ア
ジ

』

）

ア

日
本
・
朝
鮮
・
現
代

（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
年

、
厳
錫
仁
『
東
ア
ジ
ア
に
お

―
―

』

）

け
る
日
本
朱
子
学
の
位
相

崎
門
学
派
の
理
気
心
性
論

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

―
―

』

（

）
語
類
曰
、
敬
以
直
内
、
是
持
守
工
夫
。
義
以
方
外
、
是
講
学
工
夫
。
又
曰
、
敬
以
直
内
、
義

30
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以
方
外
、
只
是
此
二
句
。
格
物
致
知
、
是
義
以
方
外
。
嘉
謂
此
義
方
之
説
非
本
指
也
。

（

）
程
朱
専
指
心
為
内
之
説
有
之
、
為
喫
緊
切
要
、
但
非
易
之
本
指
也
。
朱
子
或
以
窮
理
説
義
方
、

31

亦
非
本
指
也
。

（

）
注
（

）
の
衣
笠
氏
前
掲
書
、
九
五
頁
。

32

29

（

）
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
第
二
篇
第
三
章
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
）

33

に
、
次
の
よ
う
に
あ
る

「
朱
子
の
後
、
特
に
明
代
に
な
る
と
、
薛
敬
軒
・
胡
敬
斎
等
は
別
と

。

し
て
、
と
も
す
る
と
敬
は
た
だ
既
成
概
念
と
し
て
概
念
的
に
説
か
れ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば

単
に
心
を
静
め
統
一
す
る
工
夫
と
し
て
だ
け
説
か
れ
、
身
に
即
し
、
ま
た
生
活
に
即
し
た
生

き
た
実
地
の
工
夫
で
あ
る
と
い
う
重
大
な
点
が
と
か
く
忘
れ
去
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
の

み
な
ら
ず
、
朱
子
の
学
問
と
い
え
ば
、
た
だ
書
物
を
読
ん
で
理
を
窮
め
る
こ
と
ば
か
り
考
え

ら
れ
、
居
敬
と
窮
理
と
相
待
っ
て
こ
そ
初
め
て
学
問
で
あ
る
と
い
う
、
朱
子
の
最
も
重
要
な

。

「

」

、

思
想
が
見
失
わ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た

特
に
王
陽
明
が

敬
は
こ
れ
蛇
足

と
な
し
て
か
ら

。

、

思
想
界
は
一
層
混
乱
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る

李
退
溪
や
山
崎
闇
斎
は
そ
の
点
を
深
く
考
え

朱
子
の
敬
重
視
の
思
想
を
再
び
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
現
実
の
重
要
な
問
題
と
し
て
取
り
あ

げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」

（

『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
上
「
与
服
子
安
書

。

）

」

34
（

）
な
お

「
敬
義
内
外
」
説
に
お
い
て
、
山
崎
闇
斎
は
「
敬
以
直
内
」
を
「
修
身
」
以
上

「
義

、

、

35

以
方
外
」
を
「
斉
家
」
以
下
の
こ
と
と
し
て
説
い
た
の
に
対
し
、
佐
藤
直
方
・
浅
見
綗
斎
ら

は
「
敬
以
直
内
」
を
「
正
心
」
以
上

「
義
以
方
外
」
を
「
修
身
」
以
下
の
こ
と
で
あ
る
と
反

、

論
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
要
は
「
内
」
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
、
と
い
う
こ
と
が
争

点
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
五
井
蘭
洲
も
「
内
」
を
「
心
」
と
し
て
把
握
し
て
い
る
が
、
朱
熹

の
説
を
見
た
場
合

「
内
」
は
「
心
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
者

、

の
主
張
の
方
が
朱
熹
と
一
致
し
て
い
る
（
注
（

）
の
平
氏
前
掲
書

。）

27

（

）
孔
子
曰
、
学
而
不
思
則
罔
、
思
而
不
学
則
殆
。
学
也
者
、
習
其
事
而
真
践
履
之
謂
也
。
蓋
聖
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門
之
学
、
不
求
諸
心
、
則
昏
而
無
得
、
故
必
思
以
通
其
微
。
不
習
其
事
、
則
危
而
不
安
、
故

必
学
以
践
其
実
。
思
与
学
、
交
相
発
而
互
相
益
也

〔
中
略
〕
而
持
敬
者
、
又
所
以
兼
思
学
、

。

貫
動
静
、
合
内
外
、
一
顕
微
之
道
也
。
其
為
之
之
法
、
必
也
存
此
心
於
斎
荘
静
一
之
中
、
窮

此
理
於
学
問
思
辨
之
際
、
不
睹
不
聞
之
前
、
所
以
戒
懼
者
愈
厳
愈
敬
。
隠
微
幽
独
之
処
、
所

以
省
察
者
愈
精
愈
密
。
就
一
図
而
思
、
則
当
専
一
於
此
図
、
而
如
不
知
有
他
図
、
就
一
事
而

習
、
則
当
専
一
於
此
事
、
而
如
不
知
有
他
事
。
朝
焉
夕
焉
而
有
常
、
今
日
明
日
而
相
続
。
或

紬
繹
玩
味
於
夜
気
清
明
之
時
、
或
体
験
栽
培
於
日
用
酬
酢
之
際
。
其
初
猶
未
免
或
有
掣
肘
矛

、

。

、

。

盾
之
患

亦
時
有
極
辛
苦
不
快
活
之
病

此
乃
古
人
所
謂
将
大
進
之
幾

亦
為
好
消
息
之
端

。

、

、

、

、

切
毋
因
此
而
自
沮

尤
当
自
信
而
益
励

至
於
積
真
之
多

用
力
之
久

自
然
心
与
理
相
涵

而
不
覚
其
融
会
貫
通
、
習
与
事
相
熟
、
而
漸
見
其
坦
泰
安
履
。
始
者
各
専
一
、
今
乃
克
協
于

一
。
此
実
孟
子
所
論
深
造
自
得
之
境
、
生
則
烏
可
已
之
験
。

（

）
初
学
時
見
居
敬
窮
理
。
為
二
事
。
為
学
之
久
則
見
得
居
敬
時
敬
以
存
理
、
窮
理
時
敬
以
察
此
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理
。
雖
若
二
事
而
実
則
一
矣
。

【
附
記
】

本
稿
は
、
博
士
論
文
『
懐
徳
堂
学
派
の
学
問
観

（
二
〇
一
九
年
三
月
受
理
、
大
阪
大
学
）
の
第
五

』

章
「
懐
徳
堂
学
派
の
「
敬
」
論
」
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
国
家
社
会
科
学
基
金
項

「

『

』

」（

）

。

目

日
本
江
戸
時
代

周
易

文
献
的
整
理
与
研
究

2
0B
Z
X
08
2

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る

佐
藤

由
隆
（
さ
と
う
・
よ
し
た
か
）

一
九
九
〇
年
生
ま
れ
。
愛
光
中
学
・
高
等
学
校
常
勤
講
師
。
専
門
は
中
国
思
想
史
・
日

。

『

』（

、

、

本
思
想
史

共
著
に

教
養
と
し
て
の
中
国
古
典

湯
浅
邦
弘
編
著

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

二
〇
一
八
年
四
月

、
主
要
論
文
に
「
懐
徳
堂
学
派
の
知
行
論

（

日
本
中
国
学
会
報
』
第

）

」
『

六
十
九
集

二
〇
一
七
年
一
〇
月

知
行
並
進
論
的
系
譜

対
日
本
儒
学
的
影
響

劉

、

）、「

」（

―
―

瑩
訳

『
朱
子
学
研
究
』
第
三
十
三
輯
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
）
な
ど
。

、


